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日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
新
演
劇
興
行
の
実
態

―
明
治
三
十
八
年
台
南
座
蜻
蛉
会
の
芝
居
番
付
よ
り
―

中　

尾　
　
　

薫

　

日
本
が
台
湾
を
統
治
下
に
お
い
た
の
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
五
〇
年
で
あ
る
。
そ
の
間
、
日
本
か
ら
の
移
植

者
に
よ
る
様
々
な
文
化
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
演
劇
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
本
統
治
時
代
に
の
べ
三
百
近
い
劇
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ（

１
）、
こ
の
う
ち
日
本
関

連
の
演
劇
・
芸
能
の
興
行
を
お
こ
な
う
劇
場
で
は
、
俄
、
浪
花
節
、
水
芸
、
落
語
、
浄
瑠
璃
（
義
太
夫
節
）、
旧
劇
（
歌
舞
伎
）、
新
演
劇
（
壮
士
芝
居
、
正
劇
、

新
派
）
等
、
様
々
な
公
演
が
行
わ
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
新
演
劇
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の
川
上
音
二
郎
一
座
の
台
湾
公
演
が
著
名
で
、

の
ち
に
台
湾
人
知
識
層
に
よ
る
新
劇
運
動
が
お
こ
っ
た
事
情
も
あ
っ
て
、
日
台
双
方
の
研
究
者
に
よ
っ
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

　

本
論
文
で
紹
介
す
る
台
南
座
蜻
蛉
会
芝
居
番
付
（
十
枚
、
以
下
「
本
番
付
」
と
略
す
こ
と
が
あ
る（

２
））

は
、
台
南
に
あ
っ
た
日
本
人
資
本
の
劇
場
「
台
南
座
」
に

お
け
る
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
な
る
一
座
の
新
演
劇
の
芝
居
番
付
で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
と
い
う
年
記
が
明
記
さ
れ
る
の
は
三
枚
の
み
だ
が
、
ほ

か
の
七
枚
も
同
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
川
上
音
二
郎
一
座
の
公
演
よ
り
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
統
治
下
台
湾
で
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九

七
）
頃
か
ら
、
台
北
市
街
地
や
基
隆
を
中
心
に
、
壮
士
芝
居
、
書
生
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
素
人
役
者
や
無
名

の
役
者
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

３
）。
本
番
付
に
登
場
す
る
俳
優
も
確
か
に
そ
れ
ほ
ど
著
名
と
は
言
え
な
い
俳
優
ば
か
り
と
言
え
そ
う
だ
が
、
同
一
座
に
お
け
る

俳
優
の
入
れ
替
わ
り
や
、演
目
（
教
言
）
の
上
演
日
数
の
詳
細
な
ど
、当
時
の
興
行
の
具
体
像
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、本
芝
居
番
付
の
内
容
は
、も
っ

と
も
情
報
量
の
多
い
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
同
新
聞
が
台
北
の
情
報
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
こ

と
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。
川
上
音
二
郎
一
座
の
公
演
よ
り
以
前
の
「
正
劇
」
興
行
の
実
態
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
点
、
あ
ま
り
多
く
の
情
報

を
知
り
得
な
い
台
南
に
お
け
る
公
演
資
料
で
あ
る
点
か
ら
し
て
貴
重
と
言
っ
て
良
い
。
ま
ず
は
、
資
料
の
概
要
・
翻
刻
を
示
し
た
う
え
で
、
本
資
料
か
ら
読
み
解
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け
る
興
行
の
実
態
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
台
南
座
蜻
蛉
会
の
芝
居
番
付
（
翻
刻
）

　

ま
ず
、
芝
居
番
付
の
各
寸
法
と
、
特
記
事
項
や
年
代
推
定
理
由
等
を
備
考
と
し
て
記
し
た
う
え
で
、
翻
刻
を
示
す
。
掲
出
順
は
年
の
記
載
・
不
記
載
に
関
わ
ら

ず
、
掲
載
月
日
を
基
準
と
し
、
１
~
10
の
整
理
番
号
を
付
し
て
い
る
。
以
下
、
個
別
の
番
付
に
つ
い
て
述
べ
る
時
、（　

）
で
そ
の
数
字
を
あ
げ
る
こ
と
で
識
別

す
る
こ
と
が
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
明
治
三
十
八
年
の
年
表
記
が
あ
る
の
は
三
枚
（
３
,
５
,
７
）
の
み
で
、
他
の
七
枚
は
、
開
演
の
月
日
の
み
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
口
上
書
の
内
容
か
ら
年
代
が
特
定
で
き
る
も
の
は
二
枚
（
６
,
８
）
で
、
そ
の
根
拠
を
備
考
に
示
し
た
が
、
い
ず
れ
も
明
治
三
十
八
年
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
五
枚
は
年
を
特
定
す
る
根
拠
と
し
て
は
薄
い
が
、
俳
優
の
出
入
り
に
つ
い
て
他
資
料
か
ら
補
足
し
た
情
報
と
の
整
合
性
や
興
行
の
実
態

に
鑑
み
て
、
同
年
と
考
え
て
大
き
な
矛
盾
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
掲
出
し
た
順
番
が
興
行
の
順
と
考
え
て
差
支
え
な
さ
そ
う
で
、
本
番
組
は
明
治
三
十

八
年
（
一
九
〇
五
）
の
九
月
~
十
一
月
に
お
け
る
、
台
南
座
の
興
行
資
料
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　

記
載
さ
れ
る
内
容
は
、
年
記
の
あ
る
三
枚
（
３
,
５
,
７
）
以
外
は
同
じ
寸
法
で
、
様
式
も
類
似
す
る
。
た
だ
し
十
枚
と
も
芝
居
番
付
で
あ
る
点
は
同
じ
で
あ

り
、
中
央
上
部
に
右
横
書
き
に
て
「
臺
南
座
（
台
南
座
紋
）
新
演
劇
」
等
の
劇
場
名
と
ジ
ャ
ン
ル
名
が
書
か
れ
る
の
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
同
じ
く
右
横

書
で
「
當
月
日
、
開
演
時
間
」
な
ど
と
日
付
が
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
書
か
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
お
お
よ
そ
そ
の
下
、
番
付
の
中
央
に
配
置
さ
れ
る
四
角

の
飾
り
枠
が
大
部
分
を
し
め
、
そ
の
中
に
「
口
上
書
」
と
、
場
面
割
毎
の
役
割
が
記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
口
上
書
が
枠
外
に
あ
る
も
の
、
場
面
毎
の
役
割
が

詳
細
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
枠
外
の
左
側
に
は
座
席
料
金
に
関
す
る
取
り
決
め
、
枠
外
下
部
に
印
刷
会
社
名
が
記
さ
れ
る
の
が
大
部
分
だ
が
、
そ
れ
ら
の

記
載
が
な
い
も
の
も
あ
る
。
枠
外
の
左
右
に
裏
面
の
広
告
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
踏
ま
え
て
、
翻
刻
は
、
掲
載
場
所
に
応

じ
て
ａ
~
ｅ
に
項
目
分
け
し
て
示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
掲
載
場
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ａ
中
央
上
部
の
横
書
部
分
。

ｂ
飾
り
枠
外
右
側
。

ｃ
飾
り
枠
内
。
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ｄ
飾
り
枠
外
左
側
。

ｅ
飾
り
枠
外
下
部
の
横
書
部
分
。

　

な
お
、
そ
の
場
所
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
項
目
ご
と
略
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ｂ
、
ｅ
に
文
字
が
記
載
さ
れ
な
い
た
め
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
場
面
割
毎
の
配
役
一
覧
は
、
二
段
組
も
し
く
は
三
段
組
で
組
ま
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
で
は
紙
幅
の
都
合
で
原
本
と
一
致
し
な
い
。
ま
た
飾
り
枠
の
模
様
や

イ
ラ
ス
ト
等
に
つ
い
て
は
備
考
に
も
記
し
て
い
な
い
。
ａ
に
紋
が
掲
載
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
台
南
座
の
紋
と
考
え
ら
れ
る
が
、
翻
刻
で
は
﹇（
台
南
座
紋
）﹈
と

し
て
る
。
こ
れ
ら
は
、
表
面
の
み
の
写
真
を
図
版
と
し
て
末
尾
に
あ
げ
て
い
る
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
裏
面
に
は
台
南
市
の
商
店
の
広
告
が
載
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
備
考
に
広
告
の
大
見
出
し
と
、
広
告
主
を
示
す
の
み
と
し
、
翻
刻
、
図
版
掲
載
と
も
に
省
略
す
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
る

漢
字
表
記
は
可
能
な
限
り
原
文
の
通
り
の
字
体
と
す
る
。
印
刷
が
薄
く
な
り
判
読
不
明
な
文
字
は
□
に
し
た
。
口
上
書
は
便
宜
上
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

１
、
九
月
二
十
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
美
人
の
生
埋
』
番
付

寸
法
:
27.8
×
39.5
㎝
（
縦
×
横
。
以
下
同
。）

備
考
:
年
記
載
は
な
い
が
、
口
上
書
に
「
扨
蜻
蛉
會
當
地
に
於
て
興
行
を
重
ね
た
る
事
茲
に
九
十
日
余
」
と
あ
る
。
口
上
書
の
上
部
に
日
章
旗
と
旭
章
旗
の
絵
あ

り
。
裏
面
広
告
な
し
。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

︷
日
曜
祭
日
は
午
前
十
一
時
よ
り
晝
興
行
致
舛
●
雨
天
に
不
拘
致
舛
●
来
る
九
月
二
十
日
開
演
︸

ｃ一
雨
毎
に
気
候
も
冷
敷
相
成
候
處
、
観
客
諸
彦
愈
々
御
清
榮
奉
賀
候
。
扨
當
蜻
蛉
會
儀
御
當
地
に
於
て
興
行
を
重
ね
た
る
事
、
茲
に
九
十
日
余
。
毎
教
言
共
御
引

立
を
蒙
り
、
誠
に
難
有
御
禮
申
上
候
。
就
て
は
教
言
の
儀
も
新
陳
代
謝
可
成
御
目
新
敷
物
を
と
存
じ
居
り
候
へ
共
、
何
分
役
割
衣
装
道
具
萬
端
等
に
於
て
不
揃
の

廉
も
有
之
候
為
め
、
思
ふ
に
儘
か
せ
ぬ
事
も
多
々
有
之
候
。
然
る
に
今
回
総
て
の
事
に
於
て
完
全
仕
り
候
に
付
、
吾
々
新
劇
界
に
於
て
四
ツ
谷
怪
談
と
も
可
申
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︷
松
の

操

︸
美
人
の
生
埋
と
題
す
る
教
言
を
演
出
仕
り
候
。
當
教
言
の
大
要
は
最
も
残
忍
な
る
戀
の
意
を
抽
寫
し
た
る
面
白
き
教
言
に
有
之
候
に
付
、
前
教
言
同
様
御

引
立
の
程
を
奉
希
上
候
敬
白
。

臺
南
座
主

正
劇
派
蜻
蛉
會
員　

敬
白

｛
松
の
操

｝美び

人じ
ん

の
生い
き

埋う
め　

全
十
二
場

第
一　

竹
ヶ
崎
粥
川
圖
書
別
荘
の
場

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

八
ッ
車
長
次　

縣
健
之
助

藝
者
小
勝　

住
吉
豊
美

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

粥
川
お
蘭　

中
村
敏
太
郎

返
シ　

同
家
大
秘
密
室
の
場

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

娘
お
と
き　

縣
健
之
助

千
島
禮
蔵　

佐
々
木
紫
峯

八
ッ
車
長
次　

縣
健
之
助

黨
員
大
ぜ
い　

明
手

お
蘭　

中
村
敏
太
郎

浅黄
返
シ　

鴨
居
沖
難
船
の
場

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

船
頭
喜
六　

高
田
義
雄

櫻
川
馬
作　

小
松
平
春
雄

第
二　

馬
堀
村
浄
蓮
寺
生
埋
の
場

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

櫻
川
馬
作　

小
松
平
春
雄

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

千
島
禮
蔵　

佐
々
木
紫
峯

僧
海
俊　

高
田
義
雄

黨
員
金
田
市
郎　

縣
健
之
助

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

返
シ　

仝
境
内
湯
灌
の
場

井
桁
屋
米
蔵　

伊
勢
一
馬

百
姓
與
市　

住
吉
豊
美

百
姓
作
三　

高
野
潤
次
郎

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

返
シ　

元
の
浄
蓮
寺
の
場

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

僧
海
俊　

高
田
義
雄

お
ら
ん　

中
村
敏
太
郎

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

第
三　

勝
男
舘
結
婚
の
場

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

千
島
禮
蔵　

佐
々
木
紫
峯

母
石
井
お
せ
つ　

高
野
潤
次
郎

石
井
ふ
じ　

縣
健
之
助

僧
海
俊　

高
田
義
雄

黨
員
金
田
市
郎　

後
藤
晃
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仝　

和
田
友
春　

中
村
敏
太
郎

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

櫻
川
馬
作　

小
松
平
春
雄

つ
な
ぎ
幕　

小
原
山
中
決
闘
の
場

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

第
四　

鳶
頭
江
戸
屋
半
五
郎
内
の
場

江
戸
屋
半
五
郎　

伊
勢
一
馬

弟
半
次　

高
野
潤
次
郎

女
房
小
勝　

住
吉
豊
美

下
女
お
と
み　

佐
々
木
紫
峰

魚
屋
新
助　

小
松
平
春
雄

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

返
シ　

馬
堀
浄
蓮
寺
惡
事
發
覺
の
場

住
職
惡
僧
海
善　

岡
本
操

江
戸
屋
半
次　

高
野
潤
次
郎

女
房
小
勝　

住
吉
豊
美

第
五　

粥
川
家
大
秘
密
室
の
場

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

千
島
禮
蔵　

佐
々
木
紫
峰

八
ッ
車
長
次　

縣
健
之
助

江
戸
屋
半
次　

高
野
潤
次
郎

女
房
小
勝　

住
吉
豊
美

返
シ　

粥
川
邸
火
事
場
自
滅
の
場

石
井
山
三
郎　

岡
本
操

粥
川
圖
書　

小
池
三
郎

眞
葛
周
玄　

藤
島
操

千
島
禮
蔵　

佐
々
木
紫
峯

江
戸
屋
半
五
郎　

伊
勢
一
馬

弟
半
次　

高
野
潤
次
郎

女
房
小
勝　

住
吉
豊
美

お
蘭　

中
村
敏
太
郎

消
防
大
ぜ
い　

明
手

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢
◎
小
人
軍
人
金
拾
錢
◎
下
足
は
何
人
に
不
限
場
へ
持
込
事
御
斷
申
候
壹
等
棧
敷
金
壹
圓
貳
等
八
拾
錢
上
割
御
壹
人
拾
五
錢
小
人
拾
錢
◎
注

意
午
後
六
時
迄
ニ
御
出
ノ
方
ニ
ハ
木
戸
半
額
ニ
仕
候

２
、
九
月
二
十
四
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
大
名
と
旗
本
』
番
付

寸
法
:
27.8
×
39.0
㎝

備
考
:
口
上
書
の
上
部
に
日
章
旗
と
旭
章
旗
の
絵
あ
り
。
裏
面
広
告
、
色
刷
で
「
呉
服
冬
物
大
𧶠
出
し
」「
壹
南
做
蔑
街　

本
庄
呉
服
支
店
（
電
話
一
四
〇
番
）」。

翻
刻
:
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ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

︷
日
曜
祭
日
は
午
前
十
一
時
よ
り
晝
興
行
致
舛
●
雨
天
に
不
拘
致
舛
●
来
る
九
月
廿
四
日
開
演
︸

ｂ今
回
の
替
り
藝
題
は
︷
大
名
と
旗
本
︸
と
申
し
先
年
岩
崎
舜
花
先
生
が
高
田
實
の
為
め
に
書
卸
し
た
る
も
の
に
し
て
大
阪
朝
日
座
に
於
て
興
行
な
し
、
大
喝
采
を

博
し
た
る
好
狂
言
に
し
て
其
の
大
要
は
大
名
と
旗
本
の
内
容
を
寫
し
其
の
間
互
に
家
庭
に
破
瀾
を
生
じ
つ
ゝ
あ
る
を
一
人
の
俠
骨
男
兒
顕
わ
れ
此
の
波
瀾
を
修
む

る
と
云
ふ
趣
味
タ
ツ
プ
リ
の
狂
言
に
し
て
猶
是
れ
に
改
良
脚
色
を
加
へ
御
高
覧
に
相
供
し
可
申
候
間
、
何
卒
御
来
觀
の
榮
を
垂
れ
給
わ
ん
事
を
伏
し
て
奉
希
上
候

頓
首

臺
南
座
主

正
劇
派
蜻
蛉
會
員　

敬
白

ｃ

『
大だ
い

名み
ょ
うと
旗は
た

本も
と

』
全
九
場

第
一　

園
部
靱
負
宅
の
場

園
部
靱
負　

伊
勢
一
馬

娘
静
江　

縣
健
之
助

母
よ
し
子　

小
松
平
春
雄

婆
お
く
ら　

中
村
敏
太
郎

返
シ　

口
入
屋
お
く
ら
内
の
場

婆
お
く
ら　

中
村
敏
太
郎

園
部
静
江　

縣
健
之
助

母
よ
し
子　

小
松
平
春
雄

娘
お
と
□　

住
吉
豊
美

飾
売　

後
藤
晃

仕
出
し　

高
田
義
雄

仝　

藤
島
操

藝
者
松
次　

高
野
潤
次
郎

返
シ　

太
郎
稲
荷
お
く
ら
殺
し
の
場

星
川
新
三　

佐
々
木
紫
峰

婆
お
く
ら　

中
村
敏
太
郎

う
ど
ん
や
喜
一　

後
藤
晃

書
生
友
成　

藤
島
操

仝　

本
島　

高
田
義
雄

園
部
靱
負　

伊
勢
一
馬

家
令
安
藤
保
之　

岡
本
操

第
二　

情
夫
密
會
花
月
樓
座
敷
の
場

子
爵
花
園
義
弘　

中
村
敏
太
郎

藝
者
松
次　

高
野
潤
次
郎

仲
居
お
し
げ　

藤
島
操

星
川
新
三　

佐
々
木
紫
峰
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安
藤
保
之　

岡
本
操

返
シ　

大
廣
間
演
説
の
場

海
軍
少
尉　

橋
本
健
一
郎　

小
池
三
郎

家
扶
渡
邊
進　

伊
勢
一
馬

新
聞
記
者
木
村
欣
一　

佐
々
木
紫
峰

子
爵　

花
園
義
廣　

中
村
敏
太
郎

親
戚
大
ぜ
い　

明
手

藝
者
大
金　

住
吉
豊
美

仝　

留
八　

小
松
平
春
雄

仝　

米
吉　

藤
島
操

仝
小
菊
實
は
娘
静
江　

縣
健
之
助

安
藤
保
之　

岡
本
操

返
シ　

花
月
樓
座
敷
の
場

藝
者
大
金　

住
吉
豊
美

仝　

留
八　

小
松
平
春
雄

仝　

米
吉　

藤
島
操

仝
小
菊　

縣
健
之
助

木
村
欣
一　

佐
々
木
紫
峯

橋
本
健
一
郎　

小
池
三
郎

第
三　

北
海
道
占
守
島
の
場

安
藤
保
之　

岡
本
操

父
保
之
進　

高
野
潤
次
郎

木
村
欣
一　

佐
々
木
紫
峯

花
園
雪
子　

住
吉
豊
美

水
兵
二
名　

明
手

ア
イ
ヌ
土
人　

明
手

橋
本
健
一
郎　

小
池
三
郎

第
四　

根
岸
藝
妓
松
次
宅
の
場

藝
妓
松
次　

高
野
潤
次
郎

婆
お
く
め　

縣
健
之
助

星
川
新
三　

佐
々
木
紫
峯

安
藤
保
之　

岡
本
操

第
五　

上
野
觀
月
の
場

安
藤
保
之　

岡
本
操

藝
妓
松
次　

高
野
潤
次
郎

星
川
新
三　

佐
々
木
紫
峰

　

大　

團　

圓

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢
◎
小
人
軍
人
金
拾
錢
◎
下
足
は
何
人
に
不
限
場
へ
持
込
事
御
斷
り
申
候
壹
等
棧
敷
金
壹
圓
貳
等
八
拾
錢
上
割
御
壹
人
拾
五
錢
小
人
拾
錢
◎

注
意
午
後
六
時
迄
ニ
御
出
ノ
御
方
ニ
ハ
木
戸
半
額
ニ
仕
候

此
う
ら
の
廣
告
を
御
覧
な
さ
い

３
、
明
治
三
十
八
年
九
月
三
十
日
付
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
琵
琶
歌
』
番
付

寸
法
:
39.5
×
54.4
㎝
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備
考
:
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
三
十
日
付
。
裏
面
広
告
な
し
。「
述
詞
」
か
ら
、
本
公
演
よ
り
河
本
重
徳
が
一
座
に
加
入
し
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か
の

役
者
が
、
岡
本
操
等
一
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
河
本
重
徳
の
口
上
書
が
あ
り
、
台
北
の
栄
座
で
興
行
し
て
い
た
役
者
で
あ
る
こ
と
、『
琵
琶
歌
』
の
興

行
に
関
す
る
説
明
か
ら
当
日
の
一
演
目
あ
た
り
の
興
行
日
数
な
ど
が
知
ら
れ
る
（
後
述
）。
な
お
、
九
月
三
十
日
よ
り
前
の
月
日
の
１
,
２
に
河
本
重
徳
の
名
が

見
え
な
い
の
で
、
そ
の
点
で
は
、
１
,
２
,
３
の
順
で
矛
盾
が
な
い
。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

ｃ
　

述
詞

當
座
永
々
と
興
行
罷
在
候
處
毎
教
言
共
御
高
評
を
博
し
候
段
座
主
始
め
會
員
一
同
奉
鳴
謝
候
。
就
て
は
其
の
御
厚
恩
に
報
ゆ
る
為
め
今
回
河
本
重
徳
を
差
加
へ
茲

に
岡
本
操
等
一
派
と
共
に
返
り
初
日
の
決
心
に
て
益
々
奮
勵
仕
り
愈
々
正
劇
の
眞
善
眞
美
を
發
揮
す
る
の
微
意
に
有
之
候
間
不
間
不
相
變
御
見
捨
な
く
御
引
立
の

程
奉
祈
候

　

明
治
丗
八
年
九
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
　

臺
南
座
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
劇
派
蜻
蛉
会
會
員　

敬
白

私
儀
是
迄
臺
北
榮
座
に
於
て
興
行
罷
在
、
當
座
主
の
招
き
に
よ
り
再
三
再
四
来
南
な
さ
ん
と
致
し
候
へ
共
種
々
都
合
有
之
候
為
め
、
今
日
迄
延
引
仕
り
候
段
誠
に

恐
縮
の
至
り
に
御
座
候
。
然
し
て
今
回
演
出
致
し
候
琵
琶
歌
の
儀
は
昨
年
十
二
月
中
大
阪
朝
日
新
聞
が
壹
千
圓
の
懸
賞
を
以
て
小
説
を
募
集
し
た
る
際
日
露
戦
争

の
為
め
出
征
旅
順
攻
圍
軍
中
の
或
る
軍
人
が
著
作
に
係
り
遂
に
壹
千
圓
の
賞
金
を
受
け
た
る
も
の
に
し
て
東
京
大
坂
京
都
の
各
座
は
申
す
に
及
ば
ず
都
鄙
至
る
處

の
劇
場
に
て
興
行
毎
に
大
喝
采
を
博
し
現
に
臺
北
榮
座
に
於
て
興
行
の
折
は
連
日
大
入
の
為
め
三
日
目
毎
の
教
言
な
る
に
も
不
拘
五
日
間
興
行
致
し
候
一
事
を
以

て
も
如
何
に
其
の
趣
味
の
豊
富
な
る
や
を
知
る
に
足
る
べ
く
候
。
茲
に
自
分
は
拙
藝
を
不
顧
御
目
見
榮
と
し
て
本
教
言
を
出
演
仕
り
候
に
付
き
何
卒
前
来
俳
優
同

様
御
引
立
の
程
希
上
候

�

河
本
重
徳
敬
白
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琵び

琶わ

歌う
た　

全
七
冊

　

場　

割

第
一
段

　

第
一　

手
向
之
花
（
相
州
翠
ヶ
谷

荒
井
三
蔵
宅
）

第
二
段

　

第
一　

親
の
慈
悲
心
（
武
田
貞
次
宅
）

　

第
二　

是
非
共
嫁
に
（
荒
井
三
蔵
宅
）

第
三
段

　

第
一　

樂
中
之
苦
（
武
田
内
）

　

第
二　

母
の
猜
忘
（
同
一
室
）

第
四
段

　

第
一　

飽
か
ぬ
別
れ
（
由
井
ヶ
濱
）

第
五
段

　

第
一　

と
き
色
の
手
巾
（
神
武
寺
坂
）

第
六
段

　

第
一　

鶴
の
一
聲
（
花
浦
邸
前
）

　

第
二　

高
貴
と
下
賤
（
同
室
内
）

第
七
段

　

第
一　

病
床
へ
吉
報
（
荒
井
三
藏
宅
）

　

第
二　

名
譽
の
出
征
（
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
）

　

配　

役

武
田
貞
次　

河
本
重
徳

仝
母
た
つ　

中
村
敏
太
郎

荒
井
里
野　

住
吉
豊
美

武
田
正
次　

伊
勢
一
馬

西
村
澄
子　

侍
女
お
梅　

縣
健
之
助

男
爵
江
島
春
磨　

小
池
三
郎

菊
石
之
熊
吉　

醫
學
士
原
誠
一　

高
田
義
雄

熊
吉
女
房
お
鎌　

漢
方
醫
武
村
繁　

藤
島
操

家
扶
六
兵
衛　

村
長
息
子
榮
市　

小
松
平
春
雄

西
村
禮
太　

佐
々
木
紫
峰

花
浦
菊
江　

高
野
潤
次
郎

荒
井
三
造　

岡
本
操
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ｄ◉
正
午
後
六
時
開
演

ｅ︷
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
︸

４
、
十
月
十
五
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
福
徳
利
』、『
と
ん
ぼ
と
鷲
』
番
付

寸
法
:
27.5
×
39.2
㎝

備
考
:
裏
面
広
告
な
し
。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

︷
當
る
十
月
十
五
日
正
午
五
時
卅
分
開
演
︸

ｃ一
番
目
青
年

立
志
福
徳
利
は
有
名
な
る
文
士
大
須
賀
豐
先
生
の
大
作
に
し
て
京
坂
地
方
に
於
て
大
好
評
を
博
し
た
る
者
に
し
て
正
劇
と
し
て
は
尤
も
其
當
を
得
た
る
好

教
言
に
し
て
興
味
豊
富
た
る
好
藝
題
に
候

二
番
目　

と
ん
ぼ
と
鷲
は
日
露
戦
争
未
来
の
夢
と
も
可
申
藝
題
に
し
て
、
已
に
日
露
間
に
於
て
平
和
の
局
を
結
び
た
る
も
如
何
に
、
其
の
戰
争
開
始
前
に
は
露
國

人
が
我
が
帝
國
の
防
備
を
探
ぐ
ら
ん
が
為
め
に
苦
心
し
た
る
か
、
又
其
の
軍
事
探
偵
を
發
く
に
我
が
當
局
者
が
如
何
に
神
心
の
勞
苦
を
重
ね
た
る
か
を
脚
色
し
た

る
も
の
に
し
て
、
是
れ
又
正
劇
の
美
を
盡
し
た
る
も
の
に
有
之
候
間
。
何
卒
倍
舊
の
ご
愛
顧
あ
ら
ん
こ
と
を
奉
祈
候
。

臺
南
座
主

正
劇
派
蜻
蛉
会
員　

敬
白
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一
番
目　

福ふ
く

徳ど
つ

利く
り　

全
三
幕

二
番
目　

と
ん
ぼ
と
鷲わ
し　

全
三
幕

一
番
目

第
一　

奥
羽
安
達
村
茶
店
の
場

銀
行
員
田
毎
新　

伊
勢
一
馬

洋
服
商
信
濃
屋　

小
松
平
春
雄

緒
方
保
武　

岡
本
操

車
夫
房
吉　

藤
島
操

仝　

鐵
三　

高
田
義
雄

仲
居
お
花　

高
野
潤
次
郎

茶
屋
婆
お
く
み　

縣
健
之
助

村
長
永
瀬
廣
右
エ
門　

小
池
三
郎

醫
學
生
藤
井
寛　

中
村
敏
太
郎

返
シ　

上
住
村
立
場
茶
屋
の
場

緒
方
保
武　

岡
本
操

車
夫
根
津
寅　

佐
々
木
紫
峰

仲
居
お
花　

高
野
潤
次
郎

醫
學
生
藤
井
寛　

中
村
敏
太
郎

茶
屋
娘
い
と　

住
吉
豊
美

返
シ　

三
本
松
の
場

仲
居
お
花　

高
野
潤
次
郎

緒
方
保
武　

岡
本
操

根
津
寅　

佐
々
木
紫
峯

第
二　

鳥
森
床
辰
理
髪
店
の
場

返
シ　

藝
妓
小
花
宅
の
場

藝
者
小
花　

高
野
潤
次
郎

田
毎
新　

伊
勢
一
馬

信
濃
屋　

小
松
平
春
雄

房
吉　

藤
島
操

若
旦
那
芳
三
郎　

河
本
重
徳

箱
屋
仙
太　

住
吉
豊
美

下
女
か
ね　

縣
健
之
助

仕
出
し　

高
田
義
雄

緒
方
保
雄　

小
池
三
郎

主
人
床
辰　

中
村
敏
太
郎

阿
保
駄
羅
の
松　

高
田
義
雄

根
津
寅　

佐
々
木
紫
峰

下
ぞ
り
兼
吉　

岡
本
操

第
三　

百
尺
樓
座
敷
の
場

田
毎
新　

伊
勢
一
馬

緒
方
保
雄　

小
池
三
郎

藝
者
小
花　

高
野
潤
次
郎

信
濃
屋　

小
松
平
春
雄

房
吉　

藤
島
操

根
津
寅　

佐
々
木
紫
峰

仲
居
お
き
み　

縣
健
之
助

醫
學
生
藤
井
寛　

中
村
敏
太
郎

二
番
目

第
一　

浄
光
寺
門
前
の
場

返
シ　

居
留
地
海
岸
の
場

半
休
坊　

小
池
三
郎

日
曜
坊　

高
野
潤
次
郎

ど
ん
た
く
坊　

佐
々
木
紫
峰

露
國
人
プ
ー
ル
ア
オ
ン　

河
本
重
徳

通
譯
橋
本
要
蔵　

伊
勢
一
馬

コ
ッ
ク
の
元
吉　

藤
島
操

憲
兵
曹
長
花
岡
貞
策　

岡
本
操

銘
酒
屋
女
お
と
み　

住
吉
豊
美

第
二　

プ
ー
ル
ア
オ
ン
商
館
門
前
の
場
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返
シ　

仝
館
室
内
の
場

プ
ー
ル
ア
オ
ン　

河
本
重
徳

通
譯
橋
本
要
蔵　

伊
勢
一
馬

コ
ッ
ク
の
元
吉　

藤
島
操

お
と
み　

住
吉
豊
美

母
ま
さ　

中
村
敏
太
郎

酒
飯
乞
食
實
は
花
岡
貞
策　

岡
本
操

第
三　

元
門
前
の
場

お
と
み　

住
吉
豊
美

プ
ー
ル
ア
オ
ン　

河
本
重
徳

通
譯
橋
本
要
蔵　

伊
勢
一
馬

コ
ッ
ク
の
元
吉　

藤
島
操

花
岡
貞
策　

岡
本
操

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢　

◎
小
人
軍
人
金
拾
錢

◎
壹
等
棧
敷
金
壹
圓　

貳
等
八
拾
錢　

上
割
御
壹
人
拾
五
錢　

小
人
拾
錢

◎
下
足
は
何
人
に
限
ら
ず
場
へ
持
込
こ
と
御
斷
申
候

◎
注
意　

午
後
六
時
ま
で
に
御
出
の
方
に
は
木
戸
半
額
に
致
升

ｅ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）

５
、
明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
一
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
己
が
罪
』
番
付

寸
法
:
39.5
×
55.2
㎝

備
考
:
本
番
付
と
７
の
み
新
演
劇
で
は
な
く
「
新
派
」
を
掲
げ
る
。
他
の
番
付
と
大
き
さ
が
こ
と
な
り
、
Ｂ
３
版
と
大
き
い
。
裏
面
広
告
は
用
紙
を
縦
に
使
い
、

上
下
二
段
に
掲
載
さ
れ
る
。
上
段
が
、「
第
二
回
呉
服
冬
物
大
賣
出
し
」
／
「
臺
南
こ
べ
つ
街　

本
庄　

呉
服
支
店
」。
下
段
が
「
勉
強
廣
告
」
／
「
臺
南
座
と
な

り
美
登
利
家
」。

翻
刻
:

ａ新
派
演
劇
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ｂ

口　

演

好
劇
家
諸
君
の
御
望
み
に
よ
り
兼
而
出
演
致
し
度
と
存
居
り
候
有
名
な
る
劇
菊
池
幽
芳
先
生
の
著
作
に
係
る
「
巳
が
罪
」
前
中
後
の
三
編
を
茲
に
出
演
す
る
の
光

榮
に
相
接
し
申
し
候

當
教
言
は
當
會
が
御
目
見
榮
と
し
て
出
演
可
致
所
存
に
有
之
候
處
何
分
共
萬
事
不
整
頓
の
為
め
今
日
迄
延
引
仕
り
候
。
然
る
に
配
役
道
具
等
に
於
て
も
総
て
相
揃

ひ
申
し
候
に
付
き
愈
々
今
廿
一
日
よ
り
之
れ
を
前
後
二
回
に
分
ち
正
午
後
五
時
を
以
て
無
相
違
開
幕
可
仕
候
に
付
何
卒
御
来
場
の
程
偏
に
奉
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臺
南
座
主

當
ル
明
治
三
十
八
年
十
月
廿
一
日
正
午
後
五
時
開
演　
　
　
　

正
劇
派　

蜻
蛉
會
員　

敬
白

ｃ

菊
池
幽
芳
作　

巳を
の

が
罪つ
み　

前
後
兩
編

第
一
回
（
前
）

第
一　

上
野
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン

西
洋
人
モ
リ
ソ
ン　

佐
々
木
紫
峰

箕
輪
環　

中
村
敏
太
郎

園
田
島
子　

住
吉
豊
美

塚
田
母　

高
野
潤
次
郎

女
學
生
松
島　

縣
健
之
助

車
夫
熊
三　

小
松
平
春
雄

探
偵
大
村　

河
本
重
徳

仕
出
し　

明
手

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

返
シ　

大
木
小
枝
子
宅

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

大
木
小
枝
子　

藤
島
操

車
夫
大
ぜ
い　

明
手

探
偵
大
村　

河
本
重
徳

車
夫
熊
三　

小
松
平
春
雄

箕
輪
環　

中
村
敏
太
郎

第
二　

ク
リ
ス
ト
教
會
堂

モ
リ
ソ
ン　

佐
々
木
紫
峰

大
木
小
枝
子　

藤
島
操

信
者　

明
手

傳
道
師　

高
田
義
雄

箕
輪
環　

中
村
敏
太
郎

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

第
三　

下
宿
屋
眞
砂
舘

園
田
島
子　

住
吉
豊
美

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

塚
田
母　

高
野
潤
次
郎

書
生
今
井　

高
田
義
雄

下
女
お
し
ん　

藤
島
操

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

返
シ　

千
駄
木
環
宅
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園
田
島
子　

住
吉
豊
美

婆
お
巻　

小
松
平
春
雄

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

第
四　

向
島

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

お
う
た　

佐
々
木
紫
峰

う
ど
ん
や
實
ハ
探
偵
井
伊　

高
田
義
雄

探
偵
大
村　

河
本
重
徳

お
巻　

小
松
平
春
雄

箕
輪
傳
三　

岡
本
操

第
五　

向
島
お
歌
内
環
病
室

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

お
み
の　

縣
健
之
助

大
木
小
枝
子　

藤
島
操

醫
士
平
岡
活　

河
本
重
徳

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

お
う
た　

佐
々
木
紫
峰

箕
輪
傳
三　

岡
本
操

返
シ　

お
う
た
座
敷

お
う
た　

佐
々
木
紫
峯

大
木
小
枝
子　

藤
島
操

箕
輪
傳
三　

岡
本
操

醫
士
平
岡
活　

河
本
重
徳

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

返
シ　

元
の
病
室

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

大
木
小
枝
子　

藤
島
操

箕
輪
傳
三　

岡
本
操

お
み
の　

縣
健
之
助

お
う
た　

佐
々
木
紫
峰

第
六　

塚
口
内

島
子　

住
吉
豊
美

車
夫
熊
三　

小
松
平
春
雄

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

書
生
木
村　

高
田
義
雄

下
女
お
さ
い　

藤
島
操

モ
リ
ソ
ン　

佐
々
木
紫
峯

返
シ　

向
島
島
子
殺
し

モ
リ
ソ
ン　

佐
々
木
紫
峯

車
夫
熊
三　

小
松
︵
マ
マ
︶

三

︵
マ
マ
︶春
雄

島
子　

住
吉
豊
美

二
十
四
日
よ
り
替
り

第
二
回
（
後
）

第
七　

箱
根
福
住
樓

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操

櫻
戸
正
弘　

子
役

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

醫
士
松
本
柳
太
郎　

佐
々
木
紫
峰

下
女
お
菊　

住
吉
豊
美

醫
學
博
士
塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

返
シ　

離
座
敷

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

第
八　

防
州
海
岸

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

下
女
お
菊　

住
吉
豊
美

お
み
の　

縣
健
之
助

子
供
大
ぜ
い　

明
子

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

櫻
戸
正
弘　

子
役

和
田
玉
太
郎　

子
役

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操
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浅
黄
返
シ　

甲
岩

和
田
玉
太
郎　

子
役

櫻
戸
正
弘　

子
役

浅
黄
返
シ　

海
岸

玉
太
郎　

子
役

正
弘　

子
役

村
人
大
ぜ
い　

明
手

お
み
の　

縣
健
之
助

和
田
浪
七　

河
本
重
徳

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

第
九　

作
平
内

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

浪
七　

河
本
重
徳

お
み
の　

縣
健
之
助

村
長　

高
田
義
雄

巡
査　

小
池
三
郎

醫
者　

河
本
重
徳

村
者　

明
手

車
夫　

藤
島
操

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

第
十　

天
下
茶
屋
傳
三
宅
塀
外

郵
便
夫　

高
田
義
雄

作
平　

高
野
潤
次
郎

下
女
お
は
る　

小
松
平
春
雄

返
シ　

座
敷

箕
輪
傳
三　

岡
本
操

下
女
お
は
る　

小
松
平
春
雄

和
田
作
平　

高
野
潤
次
郎

返
シ　

元
の
塀
外

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操

車
夫　

藤
島
操

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

返
シ　

座
敷

箕
輪
傳
三　

岡
本
操

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

第
十
一　

サ
イ
コ
ン
島

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

モ
リ
ソ
ン　

佐
々
木
紫
峰

印
度
人　

明
手

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

第
十
二　

サ
イ
コ
ン
赤
十
字
病
院

臺
北
病
院
看
護
婦
長
櫻
戸
環　

中
村
敏
太
郎

博
士
塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

院
長
春
田　

高
田
義
雄

看
護
婦　

住
吉
豊
美

看
護
士　

縣
健
之
助

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操

返
シ　

長
崎
沖
東
洋
丸
船
中

櫻
戸
子
爵　

岡
本
操

た
ま
き　

中
村
敏
太
郎

ボ
ー
イ　

高
田
義
雄

家
令
石
田　

河
本
重
徳

紳
士　

惣
出

塚
田
虔
三　

小
池
三
郎

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢　

◎
小
人
軍
人
金
拾
錢
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◎
壹
等
棧
敷
金
壹
圓　

貳
等
八
拾
錢　

上
割
御
壹
人
拾
五
錢　

小
人
拾
錢

◎
下
足
は
何
人
に
限
ら
ず
場
へ
持
込
こ
と
御
斷
申
候

◎
注
意　

午
後
六
時
ま
で
に
御
出
の
方
に
は
木
戸
半
額
に
致
升

臺
南
座

ｄ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）

６
、
十
月
二
十
七
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
怨
之
杖
』
番
付

寸
法
:
27.6
×
39.6
㎝

備
考
:
口
上
書
に
「
愈
々
明
日
は
本
島
唯
一
の
臺
灣
神
社
の
御
祭
典
加
ふ
る
に
招
魂
祭
を
兼
ね
る
戦
後
初
め
て
大
祭
典
」
と
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
十
月
十
三
日

付
『
台
湾
日
日
新
報
』
記
事
に
「
来
る
二
十
八
日
、九
日
両
日
に
於
て
挙
行
せ
ら
れ
る
べ
き
臺
南
御
遺
跡
所
及
招
魂
祭
典
に
付
き
」
と
あ
る
の
と
合
致
す
る
の
で
、

や
は
り
明
治
三
十
八
年
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
戦
後
と
は
日
露
戦
争
後
。
裏
面
広
告
は
色
刷
。「
呉
服
冬
物
大
賣
出
し
」
／
「
臺
南
保
西
宮
街　

古
物
商
安
藤

方
／
岐
阜
市
美
園
町
㋲
木
綿
屋
出
張
所
」。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

︷
當
る
十
月
廿
七
日
正
午
後
五
時
卅
分
開
演
︸

ｃ愈
々
明
日
は
本
島
唯
一
の
臺
灣
神
社
の
御
祭
典
。
加
ふ
る
に
招
魂
祭
を
兼
ね
る
戦
後
初
め
て
大
祭
典
に
御
座
候
。
就
て
は
當
會
に
於
て
も
此
の
際
諸
君
の
御
満
足

を
買
ふ
に
價
ひ
す
る
教
言
を
出
演
致
し
度
と
存
し
、
協
議
の
末
︷
明
治
の

駒
下
駄
︸
怨
之
杖
と
申
す
藝
題
と
決
定
仕
り
候
。
當
教
言
は
舊
劇
に
於
け
る
肥
後
之
駒
下
駄
に
類

似
せ
し
も
の
に
て
、
一
人
の
書
生
幾
多
の
艱
難
辛
苦
の
末
遂
に
高
潔
な
る
立
脚
の
地
位
を
得
る
と
云
ふ
筋
を
遺
憾
な
く
表
情
し
た
る
最
も
斬
新
な
る
好
教
言
に
し
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て
、
未
だ
曾
て
臺
灣
に
於
て
出
演
せ
し
事
な
く
、
御
當
地
を
以
て
嚆
矢
と
す
る
箱
入
物
に
御
座
候
間
、
何
卒
前
教
言
に
倍
し
御
評
判
御
来
觀
の
程
奉
願
候
。

臺
南
座
主

正
劇
派
蜻
蛉
会
員　

敬
白

｛
明
治
の

駒
下
駄
｝
怨う
ら
み

之の

杖
す
て
っ
き　

全
六
幕

第
一　

鹽
田
文
之
進
宅

鹽
田
文
之
進　

高
野
潤
次
郎

伜　

文
太
郎　

縣
健
之
助

娘　

鈴
子　

住
吉
豊
美

下
女　

み
ち　

藤
島
操

関　

幸
哉　

河
本
重
徳

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

返
し　

千
葉
團
平
宅

伊
藤
仙
三
郎　

佐
々
木
紫
峰

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

書
生
石
川　

小
松
平
春
雄

仝　

山
村　

高
田
義
雄

仝　

西
田　

藤
島
操

関　

幸
哉　

河
本
重
徳

千
葉
團
平　

岡
本
操

返
し　

鹽
田
宅

鹽
田
文
之
進　

高
野
潤
次
郎

下
女　

み
ち　

藤
島
操

関　

幸
哉　

河
本
重
徳

千
葉
團
平　

岡
本
操

第
二　

臺
灣
舊
港
の
原
野

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

藤
村
曹
長　

高
田
義
雄

齋
藤
軍
曹　

藤
島
操

人
夫
長
太　

高
野
潤
次
郎

仝　

熊
三　

佐
々
木
紫
峰

土
匪
大
ぜ
い　

明
手

陸
軍
大
尉
加
藤
正
明　

小
池
三
郎

返
し　

幕
營

新
聞
記
者　

大
村
誠　

河
本
重
徳

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

藤
村
曹
長　

高
田
義
雄

齋
藤
軍
曹　

藤
島
操

加
藤
大
尉　

小
池
三
郎

第
三　

東
京
洲
崎
東
雲
樓
宴
會

新
聞
記
者
上
野
良
三
實
ハ
千
葉
團
平　

岡
本
操

新
聞
記
者　

大
村
誠　

河
本
重
徳

仝　

内
藤
榮　

小
松
平
春
雄

仝　

川
上
静
夫　

藤
島
操

仲
居
お
し
ん　

縣
健
之
助

楼
主　

高
野
潤
次
郎

娼
妓
鈴
江
實
ハ
鹽
田
鈴
子　

住
吉
豊
美

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

返
し　

成
田
道

伊
藤
仙
三
郎　

佐
々
木
紫
峰

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

車
夫
金
五
郎　

高
田
義
雄

千
葉
團
平　

岡
本
操
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第
四　

野
毛
山
雪
中

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

車
夫
三
九
郎　

小
松
平
春
雄

関　

幸
哉　

河
本
重
徳

千
葉
團
平　

岡
本
操

返
し　

野
毛
山
下
交
番
所

巡
査
香
月　

高
田
義
雄

仝
木
村　

佐
々
木
紫
峯

見
物
大
ぜ
い　

明
手

車
夫
三
九
郎　

小
松
平
春
雄

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

第
五　

千
葉
團
平
宅

車
夫
三
九
郎　

小
松
平
春
雄

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

千
葉
團
平　

岡
本
操

第
六　

柳
原
邸
玄
関

返
し　

伊
藤
仙
三
郎
宅

返
し　

柳
原
結
婚
場

蔦
藤
新
之
助　

中
村
敏
太
郎

令
嬢
花
子　

縣
健
之
助

乳
母
さ
と　

住
吉
豊
美

書
生
横
道　

高
田
義
雄

親
戚
大
ぜ
い　

明
手

新
聞
記
者
大
村
誠　

河
本
重
徳

伊
藤
仙
三
郎　

佐
々
木
紫
峯

伊
藤
妻
芳
江　

高
野
潤
次
郎

大
尉
加
藤
正
明　

小
池
三
郎

子
爵
柳
原
老
公　

岡
本
操

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢　

◎
小
人
軍
人
金
拾
錢

◎
壹
等
棧
敷
金
壹
圓　

貳
等
八
拾
錢　

上
割
御
壹
人
拾
五
錢　

小
人
拾
錢

◎
下
足
は
何
人
に
限
ら
ず
場
へ
持
込
を
御
斷
申
候

◎
意︵
マ
マ
︶注
午
後
六
時
ま
で
に
御
出
の
方
に
は
木
戸
半
額
に
致
升

ｅ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）

７
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
武
士
道
』
番
付

寸
法
:
26.5
×
55.2
㎝

備
考
:
本
番
付
と
５
の
み
「
新
演
劇
」
で
は
な
く
「
新
派
」
を
掲
げ
る
。
口
上
書
の
「
扨
先
月
来
劇
家
諸
君
よ
り
今
次
の
天
長
節
に
は
兼
て
御
目
見
榮
の
際
に
演
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出
し
た
る
「
武
士
道
」
を
再
演
せ
よ
と
の
御
勧
め
有
之
」
か
ら
「
武
士
道
は
、
再
演
で
、
台
南
座
で
の
蜻
蛉
会
の
最
初
の
演
目
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

翻
刻
:

ａ新
派
演
劇

口
演

今
日
は
十
一
月
三
日
の
朝
よ
。
旭
に
輝
く
日
の
丸
の
國
旗
は
門
並
ヒ
イ
ラ
〳
〵
と
可
愛
ら
し
き
御
聲
を
し
て
御
坊
ち
ゃ
ん
や
御
嬢
さ
ん
が
御
歌
ひ
な
さ
る
。
恐

れ
多
く
も

今
上
皇
帝
陛
下
の
御
降
誕
被
遊
し
、
御
祝
日
遥
か
に
東
天
を
拝
し
、
謹
ん
で
御
鳳
壽
の
長
久
を
奉
祈
。

扨
先
月
来
好
劇
家
諸
君
よ
り
、
今
次
の
天
長
節
に
は
兼
て
御
目
見
榮
の
際
に
演
出
し
た
る
「
武
士
道
」
を
再
演
せ
よ
と
の
御
勧
め
有
之
。
就
て
は
其
の
當
時
よ

り
は
俳
優
の
顔
振
に
於
て
も
非
常
の
異
動
を
生
し
居
り
、
役
割
等
も
今
回
は
全
然
其
配
役
を
最
も
適
當
に
仕
り
、
前
回
よ
り
は
優
る
と
も
劣
ら
ざ
る
の
決
心
を

以
て
、
茲
に
再
演
す
る
の
光
榮
に
相
接
し
申
候
間
、
何
卒
御
来
觀
の
上
、
前
回
と
御
引
競
の
程
奉
希
上
候
。
頓
首
。

　
　

明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
日
開
演　
　
　
　
　
　
　
　

臺
南
座
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
劇
派　

蜻
蛉
會
員　

敬
白

武ぶ

士し

道ど
う　

八

第
一　

精
神
一
到
何
事
カ
成
ラ
サ
ラ
ン

陸
軍
歩
兵
曹
長
櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

兵
卒　

高
田
義
雄

令
嬢
民
子　

縣
健
之
助

陸
軍
歩
兵
少
尉
太
田
原
進　

藤
島
操

仝
荒
川
晋　

小
池
三
郎

陸
軍
歩
兵
大
佐
椛
島
輝
忠　

岡
本
操

第
二　

阿
諛
ハ
自
己
ノ
為
メ

占
部
初
子　

住
吉
豊
美

女
中
お
竹　

小
松
平
春
雄

深
谷
與
一
郎　

高
野
潤
次
郎

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

第
三　

服
従
ハ
國
家
ノ
為
メ
小
樽
海
岸

畑
島
権
七　

佐
々
木
紫
峯

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳
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大
工
吉
公　

藤
島
操

令
嬢
初
子　

住
吉
豊
美

書
生
伊
藤　

小
池
三
郎

第
四　

此
ノ
親
心

椛
島
輝
忠　

岡
本
操

夫
人
福
島
道
子　

中
村
敏
太
郎

令
嬢
民
子　

縣
健
之
助

魚
屋
吉
兵
衛　

高
田
義
雄

八
百
屋
源
助　

住
吉
豊
美

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

畑
島
権
七　

佐
々
木
紫
峯

第
五　

恩
義
ノ
發
砲

夫
人
福
浦
道
子　

中
村
敏
太
郎

令
嬢
民
子　

縣
健
之
助

占
部
初
子　

住
吉
豊
美

人
夫
伍
長
作
右
衛
門　

小
松
平
春
雄

人
夫
大
せ
い　

明
子

石
田
曹
長　

高
田
義
雄

少
尉
太
田
原
進　

藤
島
操

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

少
尉
荒
川
晋　

小
池
三
郎

深
谷
與
一
郎　

高
野
潤
次
郎

第
六　

武
士
ノ
血
涙

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

當
番
兵　

住
吉
豊
美

番
兵　

高
田
義
雄

人
夫
伍
長
作
右
衛
門　

小
松
平
春
雄

人
夫
大
せ
い　

明
子

少
尉
太
田
原
進　

藤
島
操

令
嬢
民
子　

縣
健
之
助

福
浦
道
子　

中
村
敏
太
郎

大
佐
樺
島
輝
忠　

岡
本
操

第
七　

軍
用
輕
氣
球
成
功

畑
島
権
七　

佐
々
木
紫
峯

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

百
姓
杢
佑　

中
村
敏
太
郎

仝
お
米　

縣
健
之
助

子
分
要
次　

藤
島
操

仝　

金
太　

高
田
義
雄

作
右
衛
門　

小
松
平
春
雄

狂
婆
お
か
ん　

高
野
潤
次
郎

少
尉
荒
川
晋　

小
池
三
郎

第
八　

耐
忍
ノ
譽

櫻
田
勇
吉　

河
本
重
徳

寶
田
勇
三　

中
村
敏
太
郎

作
右
衛
門　

小
松
平
春
雄

福
浦
民
子　

縣
健
之
助

觀
︵
マ
マ
︶迎
者
大
せ
い　

明
手

占
部
初
子　

住
吉
豊
美

深
谷
與
一
郎　

高
野
潤
次
郎

樺
島
輝
忠　

岡
本
操

　

大　

團　

圓

臺
南
座

ｅ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）
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８
、
十
一
月
五
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
人
身
の
詐
偽
』
番
付

寸
法
:
27.7
×
39.5
㎝

備
考
:「
本
日
は
我
友
邦
た
る
英
國
と
攻
守
同
盟
を
結
び
し
祝
賀
會
」
と
い
う
口
上
の
文
言
が
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
一
月
十
日
付
『
台
湾
日

日
新
報
』
か
ら
、
十
一
月
五
日
に
臺
南
で
日
英
同
盟
祝
賀
會
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
公
演
も
明
治
三
十
八
年
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ

う
。
口
上
書
の
上
部
に
日
章
旗
と
旭
章
旗
の
絵
あ
り
。
裏
面
広
告
な
し
。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

︷
當
る
十
一
月
五
日
正
午
後
五
時
卅
分
開
演
︸

謹
呈
。
本
日
は
我
友
邦
た
る
英
國
と
攻
守
同
盟
を
結
び
し
祝
賀
會
に
し
て
此
の
同
盟
に
依
つ
て
東
洋
の
平
和
否
世
界
の
平
和
を
永
遠
に
確
保
す
る
に
足
る
誠
に
祝

す
べ
き
悦
ぶ
べ
き
事
に
御
座
候
。

扨
替
り
教
言
は
人
身
の
詐
偽
と
題
す
る
も
の
に
し
て
其
の
興
味
の
豊
富
た
る
此
に
贅
言
を
要
せ
す
。
秋
の
夜
長
の
御
退
屈
防
せ
ぎ
に
は
尤
も
敵
し
た
る
好
藝
題
に

御
座
候
間
、
陸
續
御
来
車
の
榮
を
垂
れ
給
は
ん
事
奉
願
候
。

　

臺
南
座
主

正
劇
派　

蜻
蛉
會
員　

敬
白

人ぢ
ん

身し
ん

の
詐さ

偽ぎ　

全
七
幕

第
一　

海
墟
附
近
野
戦
病
院

軍
醫　

本
田
貫
平　

藤
島
操

曹
長　

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峯

人
夫
長　

横
山
一
角　

河
本
重
徳

前
田
上
等
平　

高
田
義
雄

看
護
婦
辰
子　

中
村
敏
太
郎
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大
尉
日
下
部　

忠　

小
池
三
郎

浅黄
返
し　

金
洲
附
近

横
山
一
角　

河
本
重
徳

前
田
上
等
平　

高
田
義
雄

支
那
人　

大
ぜ
い　

明
手

谷
口
曹
長　

佐
々
木
紫
峯

第
二　

日
下
部
座
敷

た
つ
子　

中
村
敏
太
郎

横
山
一
角　

河
本
重
徳

本
田
貫
平　

藤
島
操

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

返
し　

谷
口
作
兵
衛
宅

大
工
吉
五
郎　

高
野
潤
次
郎

女
房
お
花　

住
吉
豊
美

谷
口
作
兵
衛　

小
松
平
春
雄

長
屋
女　

佐
々
木
紫
峯

巡
査
吉
田　

高
田
義
雄

警
部
上
村　

小
池
三
郎

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

第
三　

大
工
吉
五
郎
仕
事
場

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峯

吉
五
郎　

高
野
潤
次
郎

女
房
お
花　

住
吉
豊
美

お
菊　

縣
健
之
助

大
工
金　

高
田
義
雄

仝
助　

小
松
平
春
雄

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

返
し　

西
洋
館

洋
人
ジ
ョ
ン
ヂ
ー　

小
池
三
郎

お
菊　

縣
健
之
助

支
那
人　

小
松
平
春
雄

吉
五
郎　

高
野
潤
次
郎

お
花　

住
吉
豊
美

第
四　

神
崎
川
の
場

お
花　

住
吉
豊
美

刑
事
澤
村　

高
田
義
雄

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

第
五　

日
下
部
家
座
敷

横
山
一
角　

河
本
重
徳

本
田
貫
平　

藤
島
操

書
生
村
井　

小
松
平
春
雄

親
戚
大
ぜ
い　

明
手

令
嬢
芳
子　

縣
健
之
助

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峯

た
つ
子　

中
村
敏
太
郎

つ
な
ぎ
幕　

茶
屋
雪
陰
の
場

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峯

澤
村
刑
事　

高
田
義
雄

酔
漢　

河
本
重
徳

仝　

小
松
平
春
雄

茶
亭　

高
野
潤
次
郎

吉
五
郎　

高
野
潤
次
郎

第
六　

病
院

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峯

吉
五
郎　

高
野
潤
次
郎

女
房
お
花　

住
吉
豊
美

よ
し
子　

縣
健
之
助

澤
村
刑
事　

高
田
義
雄

看
護
婦　

藤
島
操

院
長
國
弘
誠　

小
池
三
郎

第
七　

日
下
部
座
敷

警
部
上
村　

小
池
三
郎
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巡
査
島
浦　

小
松
平
春
雄

辰
子　

中
村
敏
太
郎

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峰

澤
村
刑
事　

高
田
義
雄

探
偵
大
ぜ
い　

明
手

よ
し
子　

縣
健
之
助

本
田
貫
平　

藤
島
操

横
山
一
角　

河
本
重
徳

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

引
割　

捕
縛

黒
坊
主
三
太　

岡
本
操

横
山
一
角　

河
本
重
徳

澤
村
刑
事　

高
田
義
雄

巡
査
島
浦　

小
松
平
春
雄

探
偵
大
ぜ
い　

明
手

本
田
貫
平　

藤
島
操

辰
子　

中
村
敏
太
郎

谷
口
源
吉　

佐
々
木
紫
峰

警
部
上
村　

小
池
三
郎

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢　

◎
小
人
軍
人
金
拾
錢

◎
壹
等
棧
敷
金
壹
圓　

貳
等
八
拾
錢　

上
割
御
壹
人
拾
五
錢　

小
人
拾
錢

◎
下
足
は
何
人
に
限
ら
ず
場
へ
持
込
を
御
斷
申
候

◎
注
意
午
後
六
時
で︵
マ
マ
︶ま
に
御
出
の
方
に
は
木
戸
半
額
に
致
升

ｅ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）

９
、
十
一
月
八
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
天
に
口
な
し
』
芝
居
番
付

寸
法
:
27.4
×
39.5
㎝

備
考
:
口
上
書
の
上
部
に
日
章
旗
と
旭
章
旗
の
絵
あ
り
。
裏
面
広
告
は
色
刷
に
て
「
祝
開
店
三
週
年
大
賣
出
廣
告
」「
台
南
上
横
街
角
㊇
呉
服
店
」。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇
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︷
當
る
十
一
月
八
日
正
午
後
五
時
卅
分
開
演
︸

ｂ◎
こ
の
う
ら
の
廣
告
を
御
覧
な
さ
れ
五
百
圓
の
大
景
品
が
あ
り
ま
す

ｃ次
回
替
り
教
言
は

関
西
の
文
豪
並
木
萍
水
先
生
の
著
作
に
係
る
有
名
な
る
劇
天
に
口
な
し
全
六
幕
を
演
出
致
す
事
と
相
成
候
。
當
藝
題
は
今
更
申
上
る
迄
も
な
く
、
最
も
斬
新
な
る

教
言
に
し
て
、
前
年
大
坂
朝
日
座
、
神
戸
大
黒
座
等
に
て
出
演
の
際
は
非
常
の
歡
迎
を
受
け
大
喝
采
の
下
に
三
十
有
餘
日
間
も
打
續
け
た
る
の
一
時
に
て
も
已
に

其
の
興
味
の
豊
富
た
る
を
識
る
に
足
る
も
の
に
御
座
候
間
、
前
教
言
に
倍
し
ご
来
車
の
上
、
御
高
覧
の
程
を
。

　

臺
南
座
主

正
劇
派　

蜻
蛉
會
員　

敬
白

天
に
口
な
し　

全
六
場

第
一　

冷
泉
家
園
遊
會

子
爵
冷
泉
公
泰　

河
本
重
徳

牟
田
口
傳
吉　

小
松
平
春
雄

冷
泉
家
夫
人
綾
子　

住
吉
豊
美

男
爵
原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

海
軍
少
佐
男
爵
佐
藤
義
矩　

小
池
三
郎

返
し　

同
家
奥
庭

男
爵
原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

冷
泉
公
泰　

河
本
重
徳

夫
人
綾
子　

住
吉
豊
美

牟
田
口
傳
吉　

小
松
平
春
雄

娘
と
も
江　

縣
健
之
助

佐
藤
義
矩　

小
池
三
郎

第
二　

岡
崎
卓
哉
玄
關

書
生
花
房
薫　

中
村
敏
太
郎

原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

岡
崎
娘
と
も
江　

縣
健
之
助

妹
き
み　

子
役

執
達
吏
林
友
則　

高
田
義
雄

酒
屋
十
兵
衛　

小
松
平
春
雄

金
貸
金
左
衛
門　

藤
島
操

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

返
し　

仝
宅
座
敷

岡
崎
卓
之
丞　

小
池
三
郎

娘
と
も
江　

縣
健
之
助

原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

夫
人
綾
子　

住
吉
豊
美
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岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

第
三　

冷
泉
家
古
池

冷
泉
公
隆　

高
野
潤
次
郎

書
生
石
本　

河
本
重
徳

同　

原
田　

高
田
義
雄

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

男
爵
佐
藤
少
佐　

小
池
三
郎

第
四　

房
州
海
岸

原
田
勉　

佐
々
木
紫
峰

馬
丁
安
三　

河
本
重
徳

夫
人
綾
子　

住
吉
豊
美

令
嬢
照
子　

藤
島
操

冷
泉
公
隆　

高
野
潤
次
郎

返
し　

高
砂
館
座
敷

夫
人
綾
子　

住
吉
豊
美

冷
泉
公
隆　

高
野
潤
次
郎

原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

牟
田
口
傳
吉　

小
松
平
春
雄

書
生
大
せ
い　

明
手

馬
丁
安
三　

河
本
重
徳

浅黄
返
し　

鋸
山

馬
丁
安
三　

河
本
重
徳

書
生
上
田　

高
田
義
雄

仝　

本
島　

藤
島
操

冷
泉
公
隆　

高
野
潤
次
郎

原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

第
五　

日
比
谷
公
園

書
生
花
房
薫　

中
村
敏
太
郎

き
み　

子
役

附
馬
榮
太　

高
田
義
雄

茶
亭
權
兵
衛　

藤
島
操

學
生
大
ぜ
い　

明
手

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

返
し　

岡
崎
卓
哉
宅

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

妻
愛
子　

住
吉
豊
美

娘
と
も
江　

縣
健
之
助

妹
き
み　

子
役

醫
者
豊
野　

小
池
三
郎

書
生
花
扇
薫　

中
村
敏
大
郎

返
し　

料
亭
田
毎
奥
座
敷

男
爵
原
田
勉　

佐
々
木
紫
峯

娘
と
も
江　

縣
健
之
助

壮
士
大
せ
い　

明
手

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

返
し　

岡
崎
卓
哉
卓

冷
泉
公
隆　

高
野
潤
次
郎

馬
丁
安
三　

河
本
重
徳

娘
と
も
江　

縣
健
之
助

妹
き
み　

子
役

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

第
六　

冷
泉
家
大
廣
間

岡
崎
卓
哉　

岡
本
操

男
爵
原
田
勉　

佐
々
木
紫
峰

馬
丁
安
三　

河
本
重
徳

親
戚
大
せ
い　

明
手

夫
人
綾
子　

住
吉
豊
美

冷
泉
公
隆　

高
野
潤
次
郎

陸
軍
中
将
黒
野
義
門　

小
池
三
郎
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ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢　

◎
小
人
軍
人
金
拾
錢

◎
壹
等
棧
敷
金
壹
圓　

貳
等
八
拾
錢　

上
割
御
壹
人
拾
五
錢　

小
人
拾
錢

◎
下
足
は
何
人
に
限
ら
ず
場
へ
持
込
を
御
斷
申
候

◎
注
意
午
後
六
時
ま
で
に
御
出
の
方
に
は
木
戸
半
額
に
致
升

ｅ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）

10
、
十
一
月
十
七
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る
『
恨
一
刀
』『
や
り
』
番
付

寸
法
:
27.3
×
39.0
㎝

備
考
:
右
上
が
四
角
く
破
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
広
告
な
し
。

翻
刻
:

ａ臺
南
座
［（
台
南
座
紋
）］
新
演
劇

︷
當
る
十
一
月
十
七
日
正
午
後
五
時
卅
分
開
演
︸

ｃ一
番
目
の
恨
一
刀
は
戀
な
ら
さ
る
戀
に
初
ま
り
、
痴
情
の
結
果
其
身
命
を
犠
牲
に
供
す
る
に
終
る
其
情
實
の
爲
め
逆
境
に
遭
遇
す
る
一
賤
民
が
戀
に
脳
み
戀
に
苦

む
の
邊
、
觀
者
を
し
て
思
は
ず
同
情
を
寄
せ
し
む
る
に
足
る
所
謂
一
種
の
悲
劇
に
し
て
一
見
惨
と
呼
ば
し
む
る
に
足
る
。

二
番
目
の
や
り
は
佛
國
の
文
豪
シ
ヱ
リ
ダ
ン
氏
の
原
作
に
し
て
之
れ
を
翻
案
せ
し
は
東
都
の
文
豪
浪
六
居
士
氏
に
し
て
シ
ヱ
リ
ダ
ン
氏
大
作
に
加
ふ
る
に
浪
六
氏

の
達
腕
を
以
て
翻
案
せ
し
も
の
な
れ
ば
其
内
容
の
如
き
元
よ
り
蝶
々
を
要
せ
ず
當
劇
場
に
於
て
も
シ
ヱ
リ
ダ
ン
氏
の
大
作
の
如
き
未
だ
嘗
て
顕
れ
ざ
り
し
も
の
今

回
當
會
揮
て
之
を
出
演
せ
ん
と
す
。
聊
か
劇
に
忠
な
る
も
の
な
ら
ん
か
。
貴
覧
の
上
御
高
評
を
賜
ら
ん
事
を
奉
願
上
候
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臺
南
座
主

正
劇
派
蜻
蛉
會
員　

敬
白

一
番
目　

恨
う
ら
み
の
い
っ
と
う

一
刀　

全
七
場

二
番
目　

や
り　

五
冊

第
一　

大
阪
道
頓
堀
大
豊
店
先
の
場

傘
屋
清
吉　

河
本
重
徳

茨
城
治
三
郎　

高
野
潤
次
郎

大
豊
熊
吉　

佐
々
木
紫
峯

い
ば
ら
の
お
蝶　

藤
島
操

仲
居
お
竹　

小
松
平
春
雄

車
夫
蝮
仙
太　

中
村
敏
太
郎

娘
お
妻　

縣
健
之
助

服
部
憲
兵
曹
長　

小
池
三
郎

第
二　

今
宮
土
堤
の
場

服
部
曹
長　

小
池
三
郎

車
夫
仙
太　

中
村
敏
太
郎

お
蝶　

藤
島
操

刑
事
伊
東　

小
松
平
春
雄

傘
屋
清
太　

河
本
重
徳

お
妻　

縣
健
之
助

大
工
藤
五
郎　

岡
本
操

第
三　

藤
五
郎
宅

茨
城
治
三
郎　

高
野
潤
次
郎

田
村
三
右
衛
門　

中
村
敏
太
郎

お
妻　

縣
健
之
助

令
嬢
絹　

住
吉
豊
美

大
工
藤
五
郎　

岡
本
操

第
四　

大
豊
座
敷
の
場

お
妻　

縣
健
之
助

お
竹　

小
松
平
春
雄

大
豊
熊
吉　

佐
々
木
紫
峯

傘
屋
清
吉　

河
本
重
徳

來
客　

大
せ
い

第
五　

憲
兵
屯
所
場

傘
屋
清
吉　

河
本
重
徳

服
部
曹
長　

小
池
三
郎

第
六　

大
豊
離
座
敷
の
場

熊
吉　

佐
々
木
紫
峯

お
竹　

小
松
平
春
雄

傘
屋
清
吉　

河
本
重
徳

お
妻　

縣
健
之
助

来
客　

明
手

第
七　

水
車
場

傘
屋
清
吉　

河
本
重
徳

お
妻　

縣
健
之
助

刑
事　

明
手

大
豊
熊
吉　

佐
々
木
紫
峯

部
服
憲
兵
曹
長　

小
池
三
郎

二
番
目
や
り

藤
村
政
夫　

中
村
敏
太
郎

紳
士
吉
村　

小
池
三
郎

仝
田
中　

住
吉
豊
美
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仲
居
初　

高
野
潤
次
郎

老
母
と
ら　

小
松
平
春
雄

藝
妓
小
龜　

藤
村
操

高
利
貸
大
野
由
隆　

岡
本
操

第
二　

同
裏
門
の
場

藤
村
政
夫　

中
村
敏
太
郎

藤
村
抱
車
夫
文
藏　

高
野
潤
次
郎

大
野
抱
車
夫
權
次　

河
本
重
徳

車
夫
松
藏　

藤
島
操

仝
吉
松　

縣
健
之
助

料
理
人
喜
助　

佐
々
木
紫
峯

高
利
貸
大
野
由
隆　

岡
本
操

第
三　

藤
村
宅

藤
村
政
夫　

中
村
敏
太
郎

夫
人
雪
子　

住
吉
豊
美

下
女
お
國　

小
松
平
春
雄

高
利
貸
大
野
由
隆　

岡
本
操

車
夫
文
藏　

高
野
潤
次
郎

第
四　

車
夫
文
藏
部
家
の
場

女
房
お
竹　

縣
健
之
助

車
夫
文
藏　

高
野
潤
次
郎

巡
査
小
森　

藤
島
操

警
部
佐
伯　

佐
々
木
紫
峯

高
利
貸
大
野
由
隆　

岡
本
操

ｄ◎
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢　

◎
小
人
軍
人
金
拾
錢

◎
壹
等
棧
敷
金
壹
圓　

貳
等
八
拾
錢　

上
割
御
壹
人
拾
五
錢　

小
人
拾
錢

◎
下
足
は
何
人
に
限
ら
ず
場
へ
持
込
を
御
斷
申
候

◎
注
意
午
後
六
時
ま
で
に
御
出
の
方
に
は
木
戸
半
額
に
致
升

ｅ（
臺
南
田
中
活
版
所
印
行
）

二
、
考
察

　

以
下
、
本
番
付
か
ら
読
み
解
け
る
こ
と
を
、
興
行
形
態
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
。
主
な
補
足
資
料
と
し
て
『
台
湾
日
日
新
報
』（
漢
珍
電
子
商
城
『
漢
珍
知

識
網
:
報
紙
篇
（
台
灣
日
日
新
報+

漢
文
日
日
新
報
）』
よ
り
閲
覧
）
を
用
い
て
い
る
が
、
引
用
に
際
し
て
ル
ビ
を
省
略
し
句
読
点
を
補
い
、
新
字
体
に
改
め
て

い
る
。
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台
南
座
に
つ
い
て

　

台
南
座
が
、
正
確
に
い
つ
建
設
さ
れ
、
い
つ
か
ら
興
行
が
始
ま
っ
た
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
石
婉
舜
、
頼
品
蓉
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
台
湾
早
期
戯

院
普
及
研
究
（1895 ‒1945

）
Ⅰ
Ⅱ
」
で
は
、
活
動
時
期
は
お
よ
そ
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
頃
で
、
台
南
市
で
も
っ
と
も

は
や
く
出
現
し
た
劇
場
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
、
場
所
は
台
南
市
開
仙
宮
街
で
、
こ
こ
は
「
日
本
軍
憲
屯
所
、
十
五
憲
兵
本
部
、
歩
兵
営
、
旅
団
司

令
部
な
ど
の
軍
事
機
構
」
と
は
徒
歩
圏
内
の
近
さ
で
あ
っ
た
た
め
、
軍
人
の
娯
楽
提
供
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

４
）。
本
番
付
の
料
金
に
関
す
る

記
載
に
よ
る
と
、
軍
人
用
の
料
金
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
木
戸
銭
大
人
二
十
銭
の
と
こ
ろ
、
軍
人
は
小
人
と
同
じ
半
額
の
十
銭
と
特
待
料
金
と
な
っ
て
い
る
。
確

か
に
軍
人
を
主
要
な
観
客
層
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

台
南
座
の
劇
場
と
し
て
の
規
模
に
関
し
て
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
、
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
が

参
考
に
な
ろ
う
。

炎
暑
之
侯
芝
居
で
も
な
け
れ
ど
娯
楽
の
趣
味
な
き
台
南
に
於
て
は
…
…
行
て
見
よ
う
か
と
…
…
重
も
さ
う
な
返
事
を
し
な
が
ら
、つ
ひ
二
二
人
集
り
た
る
末
、

出
掛
け
る
こ
と
ゝ
な
る
な
り
。
劇
場
と
し
て
は
台
南
唯
一
の
台
南
座
な
れ
ど
も
、
暴
風
雨
に
再
三
屋
根
を
剥
ら
れ
て
茅
葺
屋
根
に
て
間
に
合
す
小
屋
な
れ
ど

も
割
合
ひ
に
冷
し
く
畳
も
近
来
新
し
く
取
換
へ
た
れ
ば
大
入
り
に
て
三
四
百
人
、
不
入
の
と
き
は
二
百
人
に
足
ら
ぬ
こ
と
珍
ら
し
か
ら
ず
。
併
し
之
れ
が
台

南
に
て
は
当
然
か
も
知
れ
ず
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
台
南
座
は
台
南
唯
一
の
劇
場
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
大
井
頭
街
に
、
席
主
が
交
代
し
場
内
を
多
少
改
造
し
て
「
大
黒
座
」

か
ら
「
蛭
子
座
」
と
改
称
し
た
ば
か
り
の
寄
席
が
あ
っ
た（

５
）。
た
だ
し
、
当
時
の
認
識
と
し
て
、
寄
席
は
劇
場
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
、
唯
一
の
劇
場

と
い
う
の
は
誤
り
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
大
入
り
時
は
三
〇
〇
~
四
〇
〇
人
を
収
容
し
た
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
小
劇
場
の
規
模
で
あ
る
。
収
容
人
数
に
関
し
て

は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
二
十
六
日
付
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
で
は
「
可
容
五
、
六
百
人
」
と
さ
れ
て
い
る
の
と
一
致
し
な
い
が
、
三
〇
〇
~

四
〇
〇
人
の
方
が
、
当
時
の
実
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
再
三
、
暴
風
被
害
に
あ
っ
た
た
め
屋
根
は
茅
葺
の
間
に
合
わ
せ
だ
っ
た
と
い
う
の
で
、
少
な
く
と
も
明



111

治
三
十
八
年
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
立
派
な
劇
場
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
偶
然
に
も
こ
の
時
、
記
事
の
書
き
手
が
見
に
行
っ
た
興
行
は
、
役
者
名
か
ら
本

番
付
に
関
連
す
る
、
つ
ま
り
蜻
蛉
会
の
公
演
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
し
か
も
番
付
と
同
年
で
月
日
は
以
前
の
公
演
な
の
で
本
記
事
の
後
半
（
後
に
引
用
す
る
）

を
加
え
る
こ
と
で
、
同
会
の
台
南
座
で
の
興
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

台
南
座
の
座
主
（
座
本
、
劇
場
の
持
主
）
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
二
十
二
日
付
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
の
「
台
南
通
信
（
十
八

日
発
）」
に
、「
台
南
座
主
人
近
藤
氏
、
将
以
二
萬
金
経
営
此
業
。
而
本
島
諸
実
業
家
。
亦
将
集
資
創
弁
。
均
向
當
道
稟
請
、
猶
未
蒙
許
准
云
」、
つ
ま
り
、
台
南

座
主
人
の
近
藤
氏
は
、
台
南
に
軽
鉄
を
敷
く
た
め
に
二
万
金
を
投
資
し
て
い
た
が
、
計
測
後
の
許
可
が
出
な
く
計
画
は
頓
挫
し
て
い
た
と
い
う
旨
の
記
事
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
少
な
く
と
も
明
治
四
十
三
年
時
点
の
台
南
座
の
座
主
は
、
近
藤
氏
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
る
程
度
潤
沢
な
資
金
を
も
っ
て
い
た
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
劇
場
の
経
営
状
態
を
示
し
て
い
る
か
は
判
ら
な
い
。
ま
た
、
本
番
付
の
明
治
三
十
八
年
も
同
じ
座
主
で
あ
っ
た
か

検
討
の
余
地
が
あ
る
。
た
だ
、
町
の
開
発
事
業
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
点
は
、
古
い
例
で
は
あ
る
が
大
阪
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
が
町
繁
栄
の
た
め
に
誘
致
さ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る（

６
）。
台
南
座
が
設
立
さ
れ
た
経
緯
に
も
町
の
繁
栄
を
企
図
し
た
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
推
測
の
域
を

出
な
い
が
、
近
藤
氏
は
座
主
に
過
ぎ
ず
ど
の
よ
う
な
俳
優
を
呼
び
、
ど
の
よ
う
な
演
目
を
す
る
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
感
知
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
少
し
前
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
、「
い
よ
〳
〵
一
両
日
中
に
台
南
座
の
仕
打
が
や

つ
て
来
る
か
ら
台
北
座
の
浪
人
連
は
半
数
以
上
台
南
へ
行
く
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。
其
中
に
多
賀
之
丞
は
潔
ぎ
よ
く
此
際
断
然
内
地
へ
帰
つ
て
其
内
機
会
を
見
合

し
て
再
び
花
々
し
く
乗
込
む
と
云
つ
て
居
る
。
又
源
之
助
も
台
南
へ
は
行
か
ぬ
側
ら
し
い
が
ま
だ
何
う
す
る
か
判
ら
ぬ
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
台
南
座
の
「
仕

打
ち
」
が
台
北
座
に
出
演
し
て
い
た
役
者
を
、
い
わ
ば
ス
カ
ウ
ト
し
に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
座
主
自
ら
訪
れ
た
な
ら
座
主
と
書
く
だ
ろ
う
。

仕
打
と
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
慣
習
と
し
て
、
名
目
的
興
行
者
で
あ
る
座
主
に
対
し
て
資
金
を
出
す
芝
居
興
行
の
出
資
者
で
、
実
質
役
者
の
雇
入
れ
に
も
関
わ
る

人
物
で
あ
る
が（

７
）、
出
資
し
て
い
た
か
は
と
も
か
く
、
右
の
記
事
は
ま
さ
し
く
実
質
役
者
の
雇
い
入
れ
に
関
わ
る
役
割
を
担
う
人
物
が
台
南
座
に
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
記
事
中
に
台
南
座
か
ら
の
誘
い
を
断
る
構
え
で
あ
る
と
し
て
い
る
多
賀
之
丞
、
源
之
助
は
い
ず
れ
も
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
、
台
北
座
で

活
躍
し
て
い
た
旧
劇
の
役
者
で
あ
る（

８
）。
こ
の
一
件
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
二
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
梨
園
雜
俎
」
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
、

台
北
座
座
主
の
笠
松
が
十
二
月
十
日
か
ら
の
初
日
に
、
初
め
て
壮
士
俳
優
を
呼
ぶ
こ
と
を
検
討
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
は
、
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さ
て
弥
壮
士
劇
と
す
れ
ば
今
迄
の
旧
劇
俳
優
は
不
用
と
な
る
訳
な
の
で
内
々
台
南
へ
連
れ
て
行
か
う
と
云
ふ
話
が
無
い
で
も
無
い
が
之
は
到
底
云
ふ
べ
く
し

て
行
は
れ
な
い
事
だ
▲
女
郎
に
は
鞍
替
と
云
ふ
事
は
あ
る
が
、
役
者
の
鞍
替
と
云
ふ
作
法
は
な
い
か
ら
台
南
に
行
き
た
く
ば
勝
手
に
行
く
が
借
金
の
枷
に
台

南
へ
の
鞍
替
は
マ
ア
お
断
り
だ
と
云
つ
て
居
る
者
も
あ
る
さ
う
な
▲
す
る
と
又
台
南
の
あ
る
仕
打
か
ら
鶴
三
郎
と
か
の
許
へ
手
紙
が
来
て
相
当
な
座
頭
を
連

れ
て
来
い
と
云
つ
て
来
た
の
で
内
々
謀
反
を
企
ん
で
居
る
者
が
あ
る
と
云
ふ
事
ぢ
ゃ
が
偖
て
何
う
な
る
か
は
コ
ヽ
四
五
日
の
内
で
あ
る

と
あ
る
。
台
北
座
か
ら
い
わ
ば
お
払
い
箱
に
な
る
旧
劇
俳
優
が
、
次
に
向
か
う
ル
ー
ト
と
し
て
ま
ず
台
南
が
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
、
台
南
に
行
き
た
く
な
い
と
断

る
俳
優
を
想
定
し
て
い
る
こ
と（

９
）、
台
南
座
の
仕
打
が
積
極
的
に
役
者
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
な
ど
は
、
あ
な
が
ち
座
主
、
も
し
く
は
記
者
の
想
像
の

話
で
も
な
く
、当
時
の
台
南
座
の
位
置
付
け
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
四
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
よ
れ
ば
、

台
北
座
で
は
、
壮
士
俳
優
角
藤
定
憲
一
座
の
興
行
を
十
日
か
ら
始
め
る
こ
と
を
公
式
に
決
定
し
た
ら
し
く
、
従
来
の
旧
劇
俳
優
連
は
「
一
昨
日
突
然
解
雇
の
宣
告
」

を
受
け
、「
俳
優
連
の
狼
狽
は
一
方
な
ら
ず
中
に
は
台
南
座
よ
り
過
日
一
寸
相
談
あ
り
し
を
頼
み
に
し
て
、
其
方
へ
鞍
替
な
さ
ん
と
す
る
者
な
れ
ば
、
或
は
未
練
ヶ

間
し
く
台
南
あ
た
り
に
耻
面
曝
ら
さ
ん
よ
り
如
何
な
る
工
面
を
し
て
も
奇
麗
に
内
地
に
引
揚
げ
ん
と
い
ふ
者
あ
り
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
台
南
座
で
の
公
演
は

都
落
ち
の
よ
う
な
印
象
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
台
南
座
か
ら
積
極
的
に
台
北
の
劇
場
に
出
演
す
る
俳
優
と
交
渉
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
留

意
さ
れ
る
。
本
番
付
の
（
３
）
に
お
い
て
、
今
回
よ
り
新
た
に
役
者
と
し
て
加
わ
っ
た
と
す
る
河
本
重
徳
の
口
上
に
「
私
儀
是
迄
臺
北
榮
座
に
於
て
興
行
罷
在
、

當
座
主
の
招
き
に
よ
り
再
三
再
四
来
南
な
さ
ん
と
致
し
候
へ
共
」
と
あ
る
の
は
、
実
際
に
台
南
座
の
仕
打
ち
が
台
北
の
栄
座
に
赴
き
、
台
南
座
で
の
出
演
を
直
接

交
渉
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

「
蜻
蛉
会
」
の
俳
優
に
つ
い
て

　

十
枚
の
本
番
付
は
い
ず
れ
も
正
劇
派
「
蜻
蛉
會
」
と
い
う
団
体
の
興
行
番
付
で
あ
る
。「
正
劇
」
と
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
二
月
、
大
阪
で
角

籐
定
憲
に
よ
っ
て
発
足
し
た
「
大
日
本
壮
士
改
良
演
劇
会
」
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
す
る
壮
士
芝
居
、
書
生
演
劇
の
流
れ
を
う
け
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

二
月
、
川
上
音
二
郎
一
座
が
、
江
見
水
蔭
翻
案
『
オ
セ
ロ
』
を
上
演
し
た
際
、
は
じ
め
て
「
正
劇
」
と
冠
し
た
と
言
わ
れ
る
。
川
上
の
正
劇
運
動
は
、
明
治
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
）
十
月
の
『
祖
国
』
が
最
後
と
さ
れ
る
の
で

）
（1
（

、
本
番
付
は
正
劇
運
動
の
末
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ど
こ
ま
で
川
上
の
理
念
を
共
有
し
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て
い
る
団
体
な
の
か
は
不
審
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
で
も
見
て
い
く
よ
う
に
、
会
員
の
俳
優
は
、
様
々
な
新
演
劇
、
壮
士
芝
居
の
団
体
に
所
属
し
て

い
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ
る
。
ま
ず
、
番
付
か
ら
確
認
で
き
る
俳
優
を
五
十
音
順
に
掲
出
し
、
出
演
す
る
番
付
の
整
理
番
号
を
列
記
す
る
。
す
べ
て
の
番

付
に
名
前
が
確
認
で
き
る
俳
優
に
は
（
全
）
と
記
し
て
い
る
。

縣
健
之
助
（
全
）

伊
勢
一
馬
（
１
~
４
）

岡
本
操
（
全
）

小
池
三
郎
（
全
）

河
本
重
徳
（
３
~
10
）

後
藤
晃
（
１
~
２
）

小
松
平
春
雄
（
全
）

佐
々
木
紫
峯
（
全
）

住
吉
豊
美
（
全
）

高
田
義
雄
（
１
~
９
）

高
野
潤
次
郎
（
全
）

中
村
敏
太
郎
（
全
）

藤
島
操
（
全
）

　

四
人
の
役
者
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
が
、
の
べ
十
三
名
、
興
行
毎
で
い
え
ば
十
~
十
二
名
の
団
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
番
付
を
み
れ
ば
一
人
二
役
三
役
も
し

ば
し
ば
み
ら
れ
、
そ
れ
は
演
出
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
く
単
純
に
少
人
数
の
団
体
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
俳
優

の
う
ち
、
本
番
付
（
３
）
に
よ
れ
ば
、
河
本
重
徳
は
台
北
の
栄
座
に
出
演
し
て
い
た
際
に
、
台
南
座
よ
り
何
度
も
誘
い
を
う
け
て
、
明
治
三
十
八
年
九
月
三
十
日

よ
り
台
南
座
に
よ
り
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
本
番
付
の
１
~
３
に
年
表
記
は
な
い
が
、（
１
）
が
九
月
二
十
日
、（
２
）
が
九
月
二
十
四
日
、
河
本
が

加
わ
っ
た
（
３
）
が
九
月
三
十
日
開
演
と
並
べ
た
と
こ
ろ
、
１
,
２
に
河
本
の
名
前
が
な
く
、
こ
の
点
で
は
矛
盾
が
な
い
。
河
本
の
栄
座
出
演
に
つ
い
て
は
、
明
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治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
三
月
三
十
一
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
栄
座
の
新
來
俳
優
」
に
、

…
昨
日
入
港
の
便
船
に
て
去
る
廿
四
日
ま
で
大
坂
朝
日
座
に
出
勤
し
居
た
る
西
田
敏
夫
、
川
本
重
徳
及
び
生
旦
住
吉
豊
美
の
三
名
到
着
し
た
れ
ば
来
月
の
初

日
に
は
花
々
し
き
劇
を
出
し
て
一
景
気
附
け
ん
と
て
、
目
下
狂
言
選
択
中
な
る
が
差
詰
協
議
に
登
れ
る
は
何
れ
も
今
春
以
来
道
頓
堀
の
三
座
に
て
未
曾
有
の

大
入
を
占
め
た
る
美
禅
房
作
の
日
本
丸
、
朝
日
新
聞
の
琵
琶
歌
、
妙
な
男
、
川
上
が
出
し
物
の
王
冠
等
な
り
と
い
ふ
。

と
あ
る
「
川
本
重
徳
」
の
こ
と
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
大
坂
朝
日
座
に
出
勤
し
た
後
で
台
湾
に
向
か
い
、

三
月
三
十
日
に
台
湾
に
到
着
し
た
ら
し
い
。
大
阪
朝
日
座
で
は
、
喜
多
村
緑
郎
、
秋
月
桂
太
郎
、
小
織
桂
一
郎
ら
が
出
演
す
る
『
う
き
世
責
（
高
安
月
郊
訳
レ
ミ

ゼ
ラ
ブ
ル
）』『
琵
琶
歌

）
（（
（

』
が
、
明
治
三
十
八
年
三
月
一
日
初
日
で
上
演
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
出
演
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
河
本
は
、

明
治
二
十
九
年
九
月
に
川
上
音
二
郎
一
派
か
ら
出
た
喜
多
村
緑
郎
が
結
成
し
、
明
治
三
十
三
年
六
月
以
降
朝
日
座
で
活
躍
し
た
い
わ
ゆ
る
第
二
次
「
成
美
団
」
に

参
加
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
本
が
台
湾
に
渡
っ
た
明
治
三
十
八
年
は
「
成
美
団
」
が
安
定
し
て
興
行
を
行
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
大
阪
朝
日
座
に
つ
い

先
日
ま
で
出
演
し
て
い
た
俳
優
の
渡
台
は
、
そ
れ
な
り
の
話
題
性
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
河
本
重
徳
は
、『
演
芸
倶
楽
部
』（
巻
二
―
七
、
大
正
二
（
一

九
一
三
）
七
月
発
行
）
の
「
俳
優
出
世
帳
（
六
月
披
露
の
新
名
題
と
新
幹
部
）
に
写
真
付
で
履
歴
が
載
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
明
治
九
年
二
月
生
。
二
十
八

年
四
月
武
地
玄
龍
の
作
者
の
や
う
な
仕
事
を
し
て
終
に
俳
優
と
な
る
。
初
舞
台
は
横
浜
。
今
は
喜
多
村
の
門
下
。
◎
得
意
は
髷
物
。」
と
あ
る

）
（1
（

。
台
湾
に
渡
っ
た

時
は
俳
優
歴
十
年
目
、
二
十
九
歳
と
若
い
。

　

ま
た
、
河
本
（
川
本
）
重
徳
と
同
様
に
、
大
坂
朝
日
座
の
出
演
か
ら
台
湾
に
渡
り
栄
座
に
出
演
し
た
「
生
旦
住
吉
豊
美
」
は
本
番
付
す
べ
て
に
名
が
み
え
る
女

形
で
あ
る
。
二
人
は
台
湾
到
着
の
約
一
週
間
後
の
明
治
三
十
八
年
四
月
五
日
よ
り
栄
座
に
て
、「
内
地
よ
り
乗
込
み
た
る
西
田
敏
夫
、
川
村
重
徳
、
住
吉
豊
美
の

御
目
見
え
狂
言
」
と
し
て
、
一
番
目
『
因
果
の
戀
』
二
番
目
『
妙
な
男
』
に
出
演
す
る

）
（1
（

。
以
降
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
栄
座
の
上
演
情
報
を
辿
る
限

り
、
同
年
六
月
九
日
開
演
の
替
藝
題
ま
で
に
、
河
本
姓
と
住
吉
姓
の
俳
優
の
出
演
が
確
認
で
き
る
。
同
じ
出
演
者
に
「
縣
」「
藤
島
」
の
名
も
散
見
さ
れ
、
本
番

付
の
縣
健
之
助
、藤
島
操
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
縣
、藤
島
姓
の
俳
優
は
、栄
座
で
は
少
な
く
と
も
同
年
三
月
よ
り
六
月
三
十
日
開
演
の
『
丸
夫
婦
』（
八

場
）
ま
で
出
演
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

）
（1
（

。
彼
等
が
本
番
付
の
縣
健
之
助
、
藤
島
操
同
一
人
物
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
台
南
座
の
仕
打
ち
に
よ
っ
て
出
演
交
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渉
が
な
さ
れ
、
住
吉
、
つ
い
で
縣
、
藤
島
と
、
栄
座
の
公
演
か
ら
抜
け
て
、
台
南
座
に
移
っ
た
と
い
う
事
情
が
想
像
さ
れ
る
。
河
本
に
つ
い
て
は
、
栄
座
の
七
月

二
十
四
日
開
演
の
替
藝
題
一
番
目
『
カ
モ
ク
ー
ラ
ー
』（
シ
ェ
リ
ダ
ン
）、
二
番
目
旧
劇
『
戀
女
房
染
分
手
網
子
別
れ
の
場
』
ま
で
出
演
し
て
い
た
よ
う
で
、
本
番

付
（
３
）
の
口
上
書
に
、
台
南
座
座
主
か
ら
の
再
三
の
誘
い
が
あ
っ
た
も
の
の
「
種
々
都
合
有
之
候
為
め
、
今
日
迄
延
引
仕
り
候
」
と
あ
る
の
は
、
栄
座
の
方
で

河
本
に
抜
け
ら
れ
て
は
困
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
た
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
前
掲
の
『
演
芸
倶
楽
部
』
に
「
得
意
は
髷
物
」
と
す
る
だ
け
あ
っ

て
、
栄
座
で
は
旧
劇
系
の
演
目
で
も
配
役
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
河
本
の
台
南
座
お
目
見
え
が
宣
言
さ
れ
た
番
付
（
３
）
で
は
、「
岡
本
操
等
一
派
と
共
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
番
付
の
す
べ
て
に
出
演
し
て
い
る

岡
本
操
が
、
一
座
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
だ
っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
岡
本
操
に
つ
い
て
は
、
台
湾
・
日
本
国
内
と
も
に
履
歴
を
明
ら
か
に
で
き

て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
引
用
は
後
掲
す
る
が
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
二
十
六
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
の
壮
士
俳
優
」
は
、
本
番
付
に

関
す
る
興
行
終
了
後
の
記
事
と
み
な
さ
れ
、
そ
こ
に
「
同
地
唯
一
の
台
南
座
に
て
は
小
池
三
郎
を
座
長
と
し
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
岡
本
操
一
派
は
別
の
小
グ

ル
ー
プ
を
率
い
て
台
南
座
に
参
加
し
て
い
た
が
、
蜻
蛉
会
と
し
て
は
小
池
三
郎
が
座
長
格
で
あ
っ
た
と
み
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
小
池
三
郎
に
つ
い
て
は
、

前
半
を
前
掲
し
た
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
の
興
行
物
」
の
後
半
に
、

俳
優
は
台
北
の
落
人
小
池
三
郎
、
高
野
潤
次
郎
、
藤
島
操
、
小
松
平
春
雄
、
住
吉
豊
美
、
高
田
義
雄
、
伊
勢
一
馬
、
中
村
敏
太
郎
、
後
藤
晃
、
縣
健
之
助
、
佐
々

木
紫
峰
（
力
雄
改
）
等
の
一
座
昨
日
ま
で
の
芸
題
は
毒
婦
木
鼠
お
仙
（
五
幕
）
お
仙
の
住
吉
、
刑
事
上
村
の
佐
々
木
に
て
逮
捕
に
苦
心
の
場
を
演
じ
た
る
が

本
日
よ
り
芸
題
を
変
へ
て
七
化
お
新
。
例
の
高
野
が
毒
々
し
き
お
新
を
演
つ
て
小
池
、
中
村
の
立
役
、
伊
勢
の
敵
役
藤
島
の
三
尺
物
、
住
吉
の
娘
、
小
松
平

の
三
枚
目
と
は
自
身
口
上
の
洒
落
れ
な
り
。
木
戸
二
十
銭
、
子
供
十
銭
桟
敷
一
円
に
八
十
銭
の
一
等
上
割
は
十
五
銭
小
児
十
銭
午
後
六
時
前
は
木
戸
半
額
と

し
て
客
を
寄
せ
る
也
。

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
右
は
、
台
南
で
の
興
行
に
つ
い
て
の
記
事
で
、
俳
優
の
名
前
、
本
番
付
か
ら
想
定
さ
れ
る
各
俳
優
の
立
役
、
女
形
、
三
枚
目
な
ど
役

柄
と
記
事
の
『
毒
婦
木
鼠
お
仙
』
で
の
役
柄
と
の
合
致
、
木
戸
銭
の
取
り
決
め
ま
で
本
番
付
と
一
致
す
る
の
で
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
の
こ
と
を
報
じ
て
い
る
と

断
じ
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
上
演
さ
れ
た
「
毒
婦
木
鼠
」
の
芝
居
番
付
は
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
番
付
か
ら
知
り
得
る
「
蜻
蛉
会
」
の
上
演
以
外
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に
も
上
演
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
。
俳
優
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
こ
で
「
台
北
の
落
人
」
と
あ
る
小
池
三
郎
は
、
確
か
に
『
台
湾
日
日
新
報
』

の
台
北
座
の
上
演
情
報
の
配
役
に
「（
小
池
）」
と
あ
る
の
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
十
月
十
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
彰
義

隊
の
風
紀
紊
亂
」
に
、
や
や
不
名
誉
な
記
事
が
載
る
。
九
月
下
旬
よ
り
基
隆
の
福
楽
座
で
興
行
中
の
「
壮
士
俳
優
彰
義
隊
」
の
一
座
が
「
台
北
に
居
り
し
頃
よ
り

猥
ら
な
る
挙
動
」
が
あ
っ
た
が
、
基
隆
で
も
「
尚
此
弊
風
」
を
改
め
ず
、
む
し
ろ
一
層
甚
だ
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
日
吉
亭
の
酌
婦
富

川
し
ほ
」
が
、
情
夫
を
捨
て
て
「
俳
優
の
一
人
な
る
中
村
敏
太
郎
に
現
を
抜
か
し
、
更
ら
に
又
同
じ
く
仲
間
の
小
池
三
郎
に
乗
替
へ
て
是
見
よ
が
し
に
浮
か
れ
居

る
」
と
し
て
、
小
池
三
郎
の
名
が
確
認
で
き
る
。
同
じ
仲
間
と
す
る
中
村
敏
太
郎
も
、
本
番
付
す
べ
て
に
名
前
が
見
え
る
人
物
で
あ
る
。
二
人
は
「
彰
義
隊
」
の

一
員
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
彰
義
隊
」
は
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
四
日
よ
り
台
北
座
で
「
蓋
明
け
」
さ
れ
た
新
演
劇
の
一
座
で
、
中
村
敏
太
郎
は
連
隊
長
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

）
（1
（

。

中
村
は
、
先
述
し
た
旧
劇
俳
優
解
雇
の
一
件
の
時
に
、
台
北
座
座
主
の
笠
松
が
呼
び
寄
せ
た
壮
士
俳
優
角
藤
定
憲
一
座
の
ひ
と
り
で
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇

三
）
十
二
月
四
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
よ
れ
ば
、「
是
れ
ま
で
岡
山
に
て
興
行
中
な
り
し
所
、
先
月
中
に
て
打
上
げ
、
明
四
日
馬
関
よ
り
西
京
丸
に
乗
船
す

る
筈
な
れ
ば
来
る
七
日
当
着
」
し
た
と
あ
る
。
そ
の
一
座
の
連
名
に
、「
佐
々
木
力
雄
」
の
名
が
み
え
る
が
、
前
掲
の
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日

付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
の
興
行
物
」
に
「
佐
々
木
紫
峰
（
力
雄
改
）」
と
あ
る
の
で
、
彼
は
本
番
付
に
お
い
て
全
て
に
出
演
す
る
佐
々
木
紫
峰
の
こ
と
で
あ

る
。
彼
も
「
彰
義
隊
」
の
一
員
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
「
彰
義
隊
の
風
紀
紊
亂
」
の
記
事
で
は
、「
彰
義
隊
」
の
基
隆
に
お
け
る
素
行
の
悪
さ
が
報
じ
ら
れ
、
演
劇
終
了
後
二
手
に
分
か
れ
て
「
下

等
料
理
店
」「
飲
食
店
」
を
狂
ひ
廻
り
て
と
、
終
演
後
酒
を
飲
み
に
く
り
出
し
て
は
、
酔
っ
ぱ
ら
い
大
騒
ぎ
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
俳
優
た
ち
の
素

行
の
悪
さ
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月
十
四
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
梨
園
雑
俎
」
に
、

一
昨
々
夜
台
北
座
で
は
佐
々
木
力
雄
と
中
村
敏
太
郎
と
が
酒
機
嫌
の
大
気
焔
か
ら
一
寸
活
劇
を
演
じ
た
が
、
一
時
間
余
幕
明
き
が
遅
れ
た
の
み
で
無
事
に
演

了
し
た
が
、
二
人
と
も
意
趣
が
あ
る
で
も
何
で
も
無
く
、
ほ
ん
の
酒
の
上
の
事
と
て
醒
め
て
見
れ
ば
何
で
も
無
く
全
く
佐
々
木
が
悪
か
つ
た
の
だ
と
本
人
大

い
に
閉
口
を
し
て
居
る
と
サ
▲
何
し
ろ
天
下
の
書
生
が
学
業
を
遣
り
損
ね
て
俳
優
と
な
つ
た
の
だ
か
ら
是
れ
位
の
元
気
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
ド
シ
〳
〵
遣
る

べ
し
だ
、併
し
夫
れ
が
為
め
舞
台
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
看
客
に
不
快
を
感
ぜ
し
め
た
り
す
る
事
丈
け
は
固
く
慎
む
が
宜
か
ら
う
。（
中
略
）
▲
事
の
序
で
ぢ
ゃ
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か
ら
尚
う
少
し
憎
ま
れ
口
を
利
い
て
置
こ
う
。
名
は
気
の
毒
だ
か
ら
指
さ
ぬ
が
確
か
に
二
三
人
丈
け
は
此
頃
大
分
風
儀
が
崩
れ
出
し
て
来
た
や
う
で
面
白
か

ら
ぬ
風
説
が
時
々
耳
へ
這
入
る
。
座
主
も
既
に
其
筋
か
ら
注
意
ま
で
受
て
居
る
の
だ
か
ら
充
分
の
取
締
を
為
し
座
長
も
能
く
注
意
す
る
が
好
か
ら
う
。
▲
風

儀
の
点
か
ら
云
へ
ば
栄
座
の
若
手
連
中
も
亦
大
分
崩
れ
出
し
て
青
年
会
組
織
当
時
の
勇
気
は
何
処
へ
や
ら
行
つ
て
了
っ
て
先
づ
舞
台
を
粗
末
に
し
不
勉
強
至

極
で
女
に
関
係
を
つ
け
る
杯
と
来
て
は
モ
ウ
駄
目
だ
。
緊
乎
褌
を
締
め
て
か
ゝ
ら
ぬ
と
人
気
に
関
は
る
ぞ
よ
。

と
あ
る
。「
天
下
の
書
生
が
学
業
を
や
り
損
ね
て
俳
優
と
な
っ
た
」
と
い
う
文
言
か
ら
当
時
の
新
演
劇
に
対
す
る
評
価
が
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
本
番

付
に
名
前
が
見
え
る
佐
々
木
力
雄
と
中
村
敏
太
郎
が
血
気
盛
ん
な
若
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
し
て
お
い
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
前
述
し
た
明
治
三
十
八
年
九
月
二
十
六
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
の
壮
士
俳
優
」
に
は
、「
同
地
唯
一
の
台
南
座
に
て
は
小
池
三
郎
を
座
長
と
し

住
吉
豊
美
、
高
野
潤
次
郎
、
佐
々
木
紫
峰
（
力
雄
の
事
）、
小
松
平
春
雄
、
縣
健
之
助
等
の
一
座
へ
更
に
今
回
台
北
の
落
武
者
岡
本
操
、
高
田
義
雄
等
加
は
り
て
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
栄
座
に
出
演
し
て
い
た
住
吉
豊
美
、
縣
健
之
助
に
つ
い
て
、
小
池
三
郎
の
一
座
と
し
て
記
し
て
い
る
の
は
、
台
南
座
で
の
興
行
開
始
時
点

か
ら
す
で
に
一
座
と
し
て
参
加
し
て
い
た
た
め
で
、岡
本
操
、高
田
義
雄
は
す
こ
し
後
に
加
入
し
た
と
い
う
事
情
を
考
え
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
人
も
「
台

北
の
落
武
者
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
と
推
定
さ
れ
る
本
番
付
（
１
）
は
九
月
二
十
日
開
演
で
、
そ
こ
に
す
で
に
岡
本
も
高
田
も
出
演
し
て
い
る
。

こ
の
時
が
お
目
見
え
で
あ
れ
ば
、口
上
書
に
そ
の
旨
が
披
露
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、前
掲
の
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台

南
の
興
行
物
」
に
は
岡
本
の
名
こ
そ
見
え
な
い
が
、
高
田
の
名
は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
九
月
初
頭
に
は
参
加
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、「
蜻
蛉
会
」
の
俳
優
は
、
角
藤
定
憲
筋
の
「
彰
義
隊
」
と
し
て
明
治
三
十
六
年
十
二
月
よ
り
台
北
座
や
基
隆
福
楽
座
に
出
演
し
て
い
た
俳
優
（
小

池
三
郎
、中
村
敏
太
郎
、佐
々
木
紫
峰
、小
松
平
春
雄
）、少
な
く
と
も
明
治
三
十
八
年
三
月
頃
か
ら
台
北
の
栄
座
に
出
演
し
て
い
た
俳
優
（
縣
健
之
助
、藤
島
操
）、

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
三
月
三
十
日
に
台
湾
入
り
し
栄
座
に
加
入
し
た
、
喜
多
村
禄
郎
筋
の
俳
優
（
河
本
重
徳
、
住
吉
豊
美
）、
出
演
歴
が
未
詳
な
が
ら

台
北
に
て
出
演
経
験
の
あ
る
岡
本
操
、
高
田
義
雄
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
俳
優
た
ち
の
混
成
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ

か
の
伊
勢
一
馬
、
後
藤
晃
、
高
野
潤
次
郎
、
後
藤
晃
に
関
し
て
、
台
南
座
以
前
の
活
動
履
歴
を
特
定
し
得
て
な
い
が
、
上
述
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
一

派
の
俳
優
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
う
ち
、
後
藤
晃
、
伊
勢
一
馬
、
高
田
義
雄
は
、
途
中
で
出
演
が
途
切
れ
る
。
次
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
蜻
蛉
会
と
し
て
の
興
行

は
本
番
付
の
上
演
が
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
番
付
（
10
）
の
み
に
名
前
が
見
え
な
い
高
田
義
雄
は
た
ま
た
ま
休
演
し
て
い
た
だ
け
の
可
能
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性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、
番
付
（
２
）
に
し
か
出
演
し
て
い
な
い
後
藤
晃
、
番
付
１
~
４
で
以
降
ま
っ
た
く
出
演
が
な
い
伊
勢
一
馬
な
ど
は
、
他
の
劇
場
に
引
き

抜
か
れ
た
か
、
内
地
に
引
き
揚
げ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
『
台
湾
日
日
新
報
』
を
調
べ
た
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
「
蜻
蛉
会
」
の
名
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
他
の
劇
場
で
興
行
し
て
い
た
実
績
は
見
い
だ
せ
な
い
。
お

そ
ら
く
台
南
座
に
流
行
の
新
演
劇
を
呼
び
た
い
と
い
う
仕
打
ち
の
意
思
に
よ
っ
て
、
台
北
で
す
で
に
活
躍
し
て
い
た
俳
優
や
、
大
阪
の
俳
優
を
呼
び
寄
せ
、
台
南

座
で
の
興
行
の
た
め
に
臨
時
に
結
成
し
た
会
が
「
蜻
蛉
会
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
特
別
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
で
、
明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
八
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
北
座
の
壮
士
演
劇
」
で
は
、「
台
北
座
に
て
は
此
た
び
新
た
に
組
織
し
た
る
大
成
団
一
座
の
壮

士
演
劇
を
今
廿
八
日
よ
り
開
演
す
る
よ
し
な
る
が
東
京
よ
り
態
々
呼
寄
せ
た
る
俳
優
も
あ
り
て
座
中
一
同
車
輪
と
な
り
働
く
と
の
こ
と
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

台
北
座
が
主
体
と
な
っ
て
、
種
々
の
役
者
を
呼
び
集
め
「
大
成
団
」
と
い
う
名
で
興
行
を
さ
せ
て
い
た
例
で
あ
り
、
台
南
座
の
「
蜻
蛉
会
」
も
同
じ
よ
う
に
台
南

座
に
新
演
劇
を
興
行
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別
に
組
織
し
た
一
座
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

上
演
演
目
と
興
行
日
数
に
つ
い
て

　

本
番
付
は
、
台
南
座
に
お
い
て
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
二
十
日
開
演
演
目
か
ら
同
年
十
一
月
十
七
日
開
演
演
目
ま
で
の
う
ち
、
十
公
演
を
示
す

上
演
資
料
だ
が
、
こ
の
期
間
の
す
べ
て
の
公
演
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
本
番
付
中
九
月
二
十
日
初
演
『
美
人
の
生
埋
』（
１
）
の
口
上
書
に
「
扨
當
蜻
蛉
會
儀
御
當
地
に
於
て
興
行
を
重
ね
た
る
事
茲
に
九
十
日
余
」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
蜻
蛉
会
の
台
南
座
で
の
お
目
見
え
は
、
少
な
く
と
も
八
月
初
め
頃
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
番
付
（
７
）
の
口
上
書
に
「
先
月
来
好
劇
家
諸

君
よ
り
今
次
の
天
長
節
に
は
兼
て
御
目
見
榮
の
際
に
演
出
し
た
る
「
武
士
道
」
を
再
演
せ
よ
と
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
目
見
え
狂
言
は
『
武
士
道
』
で
あ
っ

た
と
も
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
と
お
り
、
蜻
蛉
会
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日
付
『
台
湾
日
日
新

報
』
に
、「
昨
日
ま
で
の
芸
題
は
毒
婦
木
鼠
お
仙
（
五
幕
）」「
本
日
よ
り
芸
題
を
変
へ
て
七
化
お
新
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
八
年
九
月
四
日
ま

で
は
、『
毒
婦
木
鼠
お
仙
（
五
幕
）』
が
、
九
月
五
日
よ
り
『
七
化
お
新
』
に
芸
題
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
加
え
て
、
本
番
付
（
３
）
の
口
上
書
に
、
台

北
の
栄
座
の
『
琵
琶
譜
』
に
つ
い
て
「
連
日
大
入
の
為
め
三
日
目
毎
の
教
言
な
る
に
も
不
拘
五
日
間
興
行
致
し
候
」
と
あ
る
。
通
常
は
三
日
毎
に
演
目
を
入
れ
替

え
て
い
た
の
が
通
常
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
番
付
（
５
）『
己
が
罪
』
で
、
前
編
を
十
月
二
十
一
日
か
ら
、
後
編
を
三
日
後
の
十
月
二
十
四
日
か
ら
上
演
し
て
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い
る
の
も
、
三
日
毎
に
演
目
を
替
え
る
通
例
に
倣
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
蜻
蛉
会
の
興
行
日
程
を
一
覧
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
日
付
が
連
続
し
な
い
と
こ
ろ
に
「
＊　

＊　

＊
」
を
示
し
、
推
定
に
よ
る
情
報
を
︹　

︺
に
入
れ
て
い
る
。
冠
し
て
い
る
数
字
は
本
番
付
の
翻
刻
で
示
し

た
整
理
番
号
で
あ
る
。

︹
明
治
三
十
八
年
八
月
上
旬
、
台
南
座
お
目
見
え
教
言
『
武
士
道
』︺

明
治
三
十
八
年
︹
九
月
一
日
︺
~
九
月
四
日
『
毒
婦
木
鼠
お
仙
』（
五
幕
）

明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
~
︹
九
月
七
日
︺『
七
化
お
新
』

＊　

＊　

＊

１
︹
明
治
三
十
八
年
九
月
二
十
日
~
︹
二
十
三
日
︺　
『︷
松
の
操
︸
美
人
の
生
埋
』（
全
十
二
場
）

２
︹
明
治
三
十
八
年
︺
九
月
二
十
四
日
~
︹
二
十
六
日
︺『
大
名
と
旗
本
』（
全
九
場
）

＊　

＊　

＊

３
明
治
三
十
八
年
九
月
三
十
日
~
︹
十
月
二
日
︺『
琵
琶
歌
』（
全
七
冊
）

＊　

＊　

＊

４
︹
明
治
三
十
八
年
︺
十
月
五
日
~
︹
十
七
日
︺『
福
徳
利
』（
全
三
幕
）、『
と
ん
ぼ
と
鷲
』

＊　

＊　

＊

５
明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
一
日
~
︹
二
十
三
日
︺　

九
『
己
が
罪
』
前

５
明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
四
日
~
︹
二
十
六
日
︺　

九
『
己
が
罪
』
後

６
︹
明
治
三
十
八
年
︺
十
月
二
七
日
~
二
十
九
日
『
怨
之
杖
』（
全
六
幕
）

７
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
日
~
︹
四
日
︺『
武
士
道
』（
八
）

８
︹
明
治
三
十
八
年
︺
十
一
月
五
日
~
︹
七
日
︺『
人
身
の
詐
儀
』（
全
七
幕
）

９
︹
明
治
三
十
八
年
︺
十
一
月
八
日
~
十
日
『
天
に
口
な
し
』（
全
六
幕
）
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＊　

＊　

＊

10
︹
明
治
三
十
八
年
︺
十
一
月
十
七
日
~
︹
十
九
日
︺『
恨
一
刀
』（
全
七
場
）『
や
り
』（
五
冊
）

　

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
、
本
番
付
は
、
お
お
よ
そ
ま
と
ま
っ
た
興
行
の
芝
居
番
付
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。「
＊　

＊　

＊
」
で
示
し
た
時
期
の
興

行
の
有
無
は
不
確
か
で
他
資
料
で
補
足
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
興
行
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
２
~
３
、
４
~
５
の
間
は
そ
れ
ぞ
れ
一
替
芸
題
ず
つ
、
３
~
４
の
間

に
四
替
芸
題
、
９
~
10
の
間
に
二
替
芸
題
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
十
一
月
二
十
日
以
降
、
蜻
蛉
会
の
公
演
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

十
二
月
に
次
の
興
行
と
契
約
す
る
旧
例
に
な
ら
い
、
十
一
月
中
で
興
行
は
終
了
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
翌
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月

六
日
の
時
点
で
、
台
南
座
は
旧
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら

）
（1
（

、
す
く
な
く
と
も
「
蜻
蛉
会
」
の
興
行
は
そ
れ
ま
で
に
終
了
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

演
目
の
詳
細
や
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
口
上
書
に
詳
し
い
の
で
詳
述
し
な
い
が
、
番
付
（
２
）
の
『
大
名
と
旗
本
』
と
「
大
阪
朝
日
座
に
於
て
興
行
な
し
、

大
喝
采
を
博
し
た
る
好
狂
言
に
し
て
」、番
付
（
４
）
の
『
福
徳
利
』「
京
坂
地
方
に
於
て
大
好
評
を
博
し
た
る
者
に
し
て
」、番
付
（
９
）『
天
に
口
な
し
』
に
「
前

年
大
坂
朝
日
座
神
戸
大
黒
座
等
に
て
出
演
の
際
は
非
常
の
歡
迎
を
受
け
大
喝
采
の
下
に
三
十
有
餘
日
間
も
打
續
け
た
る
」
と
京
阪
神
で
の
上
演
で
好
評
を
得
た
作

品
が
選
ば
れ
る
傾
向
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
壮
士
芝
居
の
発
祥
地
が
大
阪
で
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
台
湾
の
興
行
物
全
体
の
傾
向
を
反
映
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
月
二
十
一
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
北
の
諸
興
行
物
（
つ
ゞ
き
）」
に
、「
台
北
在
住
の
内
地
人
な
る

も
の
は
全
国
よ
り
種
々
の
人
物
の
落
ち
合
ひ
来
れ
る
を
も
覚
ら
で
只
上
方
風
か
若
く
は
九
州
流
を
以
て
客
を
取
扱
へ
る
傾
あ
る
は
、
実
に
舞
台
に
上
る
も
の
ゝ
尤

も
注
意
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
台
北
で
は
当
初
は
九
州
、
そ
れ
か
ら
大
阪
所
縁
の
演
者
が
興
行
に
来
る
傾
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
台
南
座
で

は
先
述
の
よ
う
に
台
北
で
活
躍
し
た
役
者
を
招
く
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
劇
団
新
派
編
『
新
派
年
表
』
を
調
べ
た
限
り
、

口
上
書
通
り
の
劇
場
、
演
目
の
組
み
合
わ
せ
で
の
上
演
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

）
（1
（

。

一
座
の
顛
末

　

さ
て
、
蜻
蛉
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
過
去
に
素
行
の
悪
さ
が
報
じ
ら
れ
た
役
者
が
い
た
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
台
南
で
も
同
様
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
明
治

三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
二
十
六
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
の
壮
士
俳
優
」
に
は
、
台
北
の
栄
座
・
台
北
座
の
新
俳
優
が
風
紀
を
乱
し
た
こ
と
に
触
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れ
つ
つ
、
台
南
に
行
っ
た
壮
士
役
者
の
行
い
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
告
発
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
、
本
番
付
（
２
）『
大
名
と
旗
本
』
上
演
中
で
あ
る
。
一
部

す
で
に
前
掲
部
分
を
含
み
、
引
用
が
長
大
に
な
る
が
、
興
行
の
客
入
り
や
収
入
に
つ
い
て
も
推
測
し
て
い
る
な
ど
、
詳
細
な
の
で
全
文
を
あ
げ
る
（
傍
線
は
私
に

付
し
た
）。

俳
優
が
社
会
の
風
紀
を
紊
し
害
毒
を
流
す
事
、
到
底
下
水
溝
の
比
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
警
察
に
て
は
衛
生
予
防
励
行
と
共
に
風
紀
を
取
締
れ
ど
、
此
奴
眼
に

見
え
ぬ
代
名
物
な
れ
ば
頗
る
困
難
な
り
と
の
事
に
て
、
先
般
当
地
に
て
栄
座
台
北
両
座
の
新
俳
優
等
が
盛
に
風
紀
を
掻
乱
し
た
る
如
く
、
目
下
台
南
へ
吹
寄

せ
た
る
壮
士
役
者
の
行
ひ
を
聞
く
に
、
同
地
唯
一
の
台
南
座
に
て
は
小
池
三
郎
を
座
長
と
し
住
吉
豊
美
、
高
野
潤
次
郎
、
佐
々
木
紫
峰
（
力
雄
の
事
）
小
松

原
（
マ
マ
）春
雄
、
縣
健
之
助
等
の
一
座
へ
、
更
に
今
回
、
台
北
の
落
武
者
岡
本
操
、
高
田
義
雄
等
加
は
り
て
薪
に
油
を
濺
ぎ
居
り
。
台
南
座
の
観
客
は
先
平
均
し

て
百
名
よ
り
百
二
十
名
内
外
の
も
の
な
れ
ば
、
こ
の
木
戸
二
十
銭
割
十
五
銭
に
て
桟
敷
も
あ
れ
ど
追
込
も
あ
れ
ば
、
平
均
是
も
一
人
三
十
銭
の
収
入
と
見
て

大
差
な
し
。
さ
れ
ば
一
夜
の
揚
り
高
約
三
十
円
位
に
て
、
其
三
歩
を
俳
優
の
所
得
、
二
歩
は
雇
人
、
及
雑
費
に
充
て
、
残
余
の
五
歩
即
ち
毎
夜
十
五
円
余
は

座
主
の
劇
場
賃
貸
所
得
と
い
ふ
割
な
る
が
故
に
、
俳
優
は
十
人
余
り
に
て
得
る
処
僅
か
に
二
百
七
八
十
円
に
過
ぎ
ず
。
斯
の
如
く
薄
給
に
て
争
で
真
面
目
に

稼
ぐ
事
を
得
べ
き
。
芸
者
を
誑
し
仲
居
を
絞
り
、
果
は
良
家
の
妻
女
を
し
て
操
を
破
ら
し
む
る
に
至
る
仕
諠
な
り
と
い
へ
り
。
芝
居
閉
場
て
俳
優
の
宿
舎
に

入
る
も
の
恰
も
待
合
茶
屋
の
如
く
。
或
は
連
れ
出
し
て
他
の
料
亭
へ
行
く
あ
れ
ば
、
怪
し
げ
な
る
仲
宿
に
逢
引
す
る
あ
り
。
千
差
万
態
あ
る
が
、
中
に
丸
髷

に
結
へ
る
妻
君
が
其
半
を
占
め
居
れ
り
と
は
、
取
締
上
の
問
題
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
併
し
乍
ら
台
南
町
方
の
妻
君
等
も
亦
た
果
し
て
妻
君
の
仕
格
あ
り
や

は
考
へ
も
の
な
り
。
広
く
も
あ
ら
ぬ
台
南
の
市
民
街
を
見
渡
し
て
何
町
の
誰
れ
、
何
町
の
何
屋
の
妻
君
と
数
へ
来
れ
ば
誰
れ
は
芸
者
と
か
、
又
は
仲
居
と
か
、

而
か
も
是
等
が
妻
君
然
と
し
て
何
々
婦
人
会
員
、
何
々
会
員
と
か
云
へ
り
。
身
元
を
洗
っ
て
知
る
社
会
の
半
面
は
俳
優
を
警
戒
す
る
よ
り
、
寧
ろ
妻
君
を
警

戒
し
た
い
位
な
れ
ど
俳
優
た
る
も
の
も
亦
た
中
々
横
着
な
る
挙
動
あ
り
。
前
原
の
如
き
は
之
れ
が
為
め
台
南
を
放
逐
さ
れ
た
る
な
り
。
今
日
に
て
は
座
長
の

小
池
は
割
合
に
謹
慎
の
模
様
に
て
他
を
も
戒
め
居
れ
り
と
か
云
ふ
。

俳
優
連
と
妻
君
た
ち
の
話
は
、
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
に
等
し
く
、
話
半
分
に
読
む
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
壮
士
芝
居
の
若
い
俳
優
に
対
し
て
警
戒
心
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
興
行
の
懐
具
合
を
推
察
し
て
い
る
傍
線
部
の
と
こ
ろ
で
、「
こ
の
木
戸
二
十
銭
割
十
五
銭
に
て
桟
敷
も
あ
れ
ど
」
は
、
本
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番
付
で
示
さ
れ
る
料
金
「
木
戸
大
人
金
貳
拾
錢
」「
壱
等
桟
敷
金
壱
圓　

貳
等
八
拾
錢
」「
上
割
御
壹
人
拾
五
錢
」
な
ど
と
す
る
の
と
合
致
す
る
。
記
事
で
観
客
動

員
数
百
~
百
二
十
名
内
外
と
す
る
の
も
、
ほ
ぼ
実
態
に
則
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
台
湾
日
日
新
報
』
で
は
大
入
り
の
場
合
は
大
入
り
と
報
じ
ら
れ

る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
で
そ
の
よ
う
な
記
事
に
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
本
番
付
に
よ
れ
ば
開
演
時
間
五
時
半
の
と
こ
ろ
、
六
時
ま
で
入
場
の

場
合
は
半
額
と
な
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
観
客
が
押
し
寄
せ
る
ほ
ど
の
人
気
公
演
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
一
夜
の
揚
が
り
高
や
、
俳
優
の

所
得
、
雇
い
人
へ
の
給
金
、
雑
費
、
座
主
の
劇
場
賃
貸
所
得
な
ど
、
当
時
の
興
行
経
営
の
実
態
を
知
る
記
述
と
思
わ
れ
る
。

　

翌
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
六
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
と
劇
場
」
に
よ
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ
に
は
蜻
蛉
会
の
興
行
は
終
了
し
て

い
る
が
、
よ
う
や
く
萱
葺
の
屋
根
を
修
理
し
て
屋
根
瓦
と
な
っ
た
。

台
湾
に
劇
場
台
南
座
と
云
へ
る
あ
り
。
昨
年
暴
風
雨
に
際
し
、
二
回
余
も
屋
根
を
剥
ら
れ
茅
葺
に
て
補
修
し
一
時
を
間
に
合
せ
た
る
迄
の
筈
な
り
し
が
、
遂

ひ
に
今
日
に
至
り
漸
く
□け
い

日
屋
根
瓦
を
葺
け
り
。
而
し
て
俳
優
に
は
曩
き
に
岡
本
操
或
は
小
池
三
郎
、
中
村
敏
太
郎
の
一
派
新
演
劇
を
打
ち
居
り
し
が
一
座

の
中
、
佐
々
木
力
雄
、
高
野
潤
次
郎
等
両
三
輩
の
風
紀
に
関
わ
る
素
行
あ
る
よ
り
其
筋
の
厳
命
下
り
て
営
業
鑑
札
を
引
揚
げ
ら
れ
同
一
座
は
遂
ひ
に
半
ば
離

散
し
て
残
る
連
中
の
み
打
狗
に
鳳
山
に
或
は
阿
緱
等
の
田
舎
を
巡
業
し
其
の
跡
へ
旧
俳
優
の
雷
花
、
竹
三
郎
等
来
り
て
興
行
せ
り
。
昨
今
は
台
北
の
演
劇
株

式
会
社
よ
り
講
談
師
燕
林
一
座
と
朝
鮮
人
の
侏
儒
を
伴
ひ
来
り
て
数
日
間
打
ち
続
け
居
る
が
相
当
の
賑
ひ
に
て
燕
林
は
斯
道
に
名
あ
る
も
の
従
来
台
南
に
来

り
た
る
芸
人
中
に
は
類
な
き
好
評
あ
り
。
日
々
大
入
を
占
る
も
無
理
な
ら
ず
。（
以
下
略
）

　

右
の
記
事
に
よ
る
と
、
佐
々
木
力
雄
、
高
野
潤
次
郎
は
素
行
の
悪
さ
で
営
業
鑑
札
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
あ
る
。
俳
優
業
の
営
業
停
止
処
分
で
あ
る
。「
遂
ひ

に
半
ば
離
散
し
て
残
る
連
中
の
み
打た
か
を狗
に
鳳
山
に
或
は
阿
緱
等
の
田
舎
を
巡
業
し
、
其
の
跡
へ
旧
俳
優
の
雷
花
、
竹
三
郎
等
来
り
て
興
行
せ
り
」
と
い
う
の
が
蜻

蛉
会
と
し
て
の
顛
末
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
高
雄
、鳳
山
、阿
緱
の
巡
業
の
実
際
は
辿
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、す
で
に
台
南
座
で
は
旧
劇
の
興
行
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
後
新
演
劇
が
興
行
し
た
形
跡
は
な
い
。
な
お
、
高
野
潤
次
郎
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
二
十
二
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
、
高

松
豊
次
郎
が
本
島
人
開
発
の
た
め
の
新
俳
優
養
成
所
「
新
派
臺
灣
正
劇
」
を
作
っ
た
際
に
振
り
付
け
を
担
当
し
た
人
物
と
し
て
同
姓
同
名
の
名
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
同
一
人
物
だ
と
す
る
と
、
そ
の
後
、
営
業
鑑
札
を
再
取
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ひ
き
つ
づ
き
台
湾
で
演
劇
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
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ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
明
治
三
十
八
年
下
半
期
の
台
南
座
で
の
興
行
の
芝
居
番
付
と
推
定
さ
れ
る
台
南
座
蜻
蛉
会
芝
居
番
付
十
枚
を
紹
介
し
、『
台
湾
日
日
新
報
』
を
主
な
補

足
資
料
と
し
て
、
台
南
座
に
お
け
る
新
演
劇
「
蜻
蛉
会
」
の
興
行
の
実
態
を
、
推
測
を
交
え
て
考
察
し
て
き
た
。『
台
湾
日
日
新
報
』
の
記
事
が
主
な
情
報
源
と

な
り
、
充
分
な
検
討
が
行
き
届
い
て
い
な
い
ま
ま
で
は
あ
る
が
、
台
南
座
に
お
け
る
仕
打
ち
の
存
在
、
台
北
市
内
の
劇
場
か
ら
の
引
き
抜
き
、
内
地
か
ら
の
俳
優

呼
び
寄
せ
な
ど
、
当
時
の
台
湾
で
の
興
行
の
実
態
を
あ
る
程
度
、
具
体
的
に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
新
演
劇
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
の
俳
優
連
は
、
ま

さ
に
蜻
蛉
の
ご
と
く
、
ひ
と
と
き
台
南
で
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ほ
ど
の
成
功
を
収
め
な
い
ま
ま
、
離
散
し
な
が
ら
地
方
に
巡
業
に
繰
り
出
し
、
恐
ら
く
は
自
然
消
滅

し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
歴
史
に
名
を
遺
す
ほ
ど
の
活
躍
を
し
た
役
者
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ー
な
俳
優
の
姿
こ
そ
、
日
本
統
治
下
台
湾
の
演

劇
事
情
、
当
時
の
新
演
劇
の
実
情
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

︻
付
記
︼�

本
論
文
は
、
二
〇
一
八
~
二
〇
二
二
年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
本
統
治
下
の
台
湾
に
お
け
る
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
史
の
構
築
―
現
地
資
料
に
基
づ
く
基

礎
研
究
と
考
察
―
」（18K

00234

）
の
成
果
で
す
。

注
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石
婉
舜
、頼
品
蓉
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よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
台
湾
早
期
戯
院
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研
究
（1895 –1945

）
Ⅰ
Ⅱ
」
の
成
果
に
よ
る
。
台
湾
老
戯
院
文
史
地
図 1895 –1945

」（http://

m
ap.net.tw

/theater/

）。

（
２
）	

大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
保
管
。

（
３
）	

陳
怡
如「
台
湾
に
お
け
る
興
行
取
締
規
則
の
制
定
と
実
施
―
皇
民
化
運
動
期
以
前
の
大
衆
演
劇
活
動
か
ら
の
考
察
―
」（『
文
化
政
策
研
究
』第
一
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
４
）	

注
１
と
同
じ
。
原
文
は
繁
体
中
国
語
。
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
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（
５
）	

『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日
。

（
６
）	

『
大
阪
市
史
』
第
一
、
第
四
輯
「
徳
川
時
代
」「
芝
居
と
遊
郭
」
三
五
六
頁
。

（
７
）	

『
新
版 

歌
舞
伎
事
典
』「
仕
打
（
内
）」
の
項
参
照
。

（
８
）	
日
置
貴
之
「
明
治
三
十
六
年
「
台
北
役
者
評
判
記
」（
一
）（
二
）」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
五
五
七
、五
六
〇
、
二
〇
二
一
年
九
月
、
十
二
月
）

（
９
）	
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
四
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』。

（
10
）	

『
演
劇
百
科
大
辞
典
』（
平
凡
社
）「
正
劇
」
参
照
。

（
11
）	

劇
団
新
派
編
『
新
派
年
表
』（
大
手
町
出
版
、
一
九
七
八
年
、
三
九
頁
）

（
12
）	

同
号
に
、
新
富
座
六
月
狂
言
『
大
将
の
家
』
の
舞
台
写
真
に
扮
装
し
た
河
本
重
徳
が
載
る
。

（
13
）	

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
栄
座
の
替
り
初
日
」。

（
14
）	

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
六
月
三
〇
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
栄
座
」。

（
15
）	

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
十
五
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
北
座
新
演
劇
の
蓋
明
」。

（
16
）	

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
九
月
三
十
日
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
南
と
劇
場
」。

（
17
）	

劇
団
新
派
編
『
新
派
年
表
』（
大
手
町
出
版
、
一
九
七
八
年
）。
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図
１　

九
月
二
十
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
美
人
の
生
埋
』
番
付

図
２　

九
月
二
十
四
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
大
名
と
旗
本
』
番
付



111 日本統治下台湾における新演劇興行の実態（中尾）

図
３　

明
治
三
十
八
年
九
月
三
十
日
付
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
琵
琶
歌
』
番
付

図
４　

十
月
十
五
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
福
徳
利
』、『
と
ん
ぼ
と
鷲
』
番
付
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図
５　

明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
一
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る

『
己
が
罪
』
番
付

図
６　

十
月
二
十
七
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
怨
之
杖
』
番
付
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図
７　

明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る

『
武
士
道
』
番
付

図
８　

十
一
月
五
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
人
身
の
詐
偽
』
番
付
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図
９　

十
一
月
八
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜻
蛉
会
」
に
よ
る 

『
天
に
口
な
し
』
芝
居
番
付

図
10　

十
一
月
十
七
日
開
演
、
正
劇
派
「
蜉
蝣
会
」
に
よ
る 

『
恨
一
刀
』『
や
り
』
番
付
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Aspects of Shin-Engeki Producting in Taiwan During Japanese Rule

From ten playbills of Kagero-kai at South Taiwan theater, 1905

� Kaoru�NAKAO

　　Taiwan�was�a�Japanese�colony�for�50�years�from�1895�to�1945.�During�this�period,�various�

cultural�activities�were�carried�out�by�Japanese�settler,� including�theatre�performances�

such�as�Niwaka�（俄）,�Naniwa-bushi�（浪花節）,�Mizu-gei�（水芸）,�Rakugo�（落語）,�Joruri/

Gidayu-bushi�（浄瑠璃、義太夫節）,�Kabuki�（歌舞伎）,�Authentic�Drama/Sin-engeki/Sei-geki/

Shin-pa�（新演劇、正劇、新派）�and�etc.�Especially,�Shin-engeki�has�been�fully�researched�

by�both�Taiwanese�and�Japanese,�as�it’s�related�to�the�rise�of�the�new�theatre�movement�

by�the�Taiwanese�intelligentsia.�However�little�of�known�about�how�Shin-engeki�had�been�

run�before�the�production�by�Otojiro�Kawakami�（川上音二郎）,�who�performed�at�Taiwan�

in�1911.

　　The�purpose� of� this� paper� is� to� explain� the� actual� state� affairs� of� Shin-Engeki�

production� from�ten�playbills�of�Kagero-kai�（蜻蛉会）�at�South�Taiwan�theater�（台南座）,�

1905.




